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覚
書
や
協
定
書
に
よ
る
と
、
双
方
は

学
生
の
交
換
▽
教
員
の
交
換
▽
（
学
生
）

演
奏
グ
ル
ー
プ
の
交
換
▽
学
術
資
料
や

そ
の
他
情
報
の
交
換
▽
特
別
な
短
期
学

術
事
業
の
計
画
▽
共
同
研
究
▽
セ
ミ
ナ

ー
、
学
術
会
議
へ
の
参
加
▽
職
員
の
訓

練
な
ど
を
実
施
し
、
さ
ら
に
実
行
可
能

な
内
容
を
計
画
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。�

　
学
生
の
交
換
に
関
し
て
は
同
時
期
１

対
１
交
換
の
場
合
、
学
業
に
関
わ
る
費

用
（
授
業
料
、
諸
手
続
き
費
用
）
は
互

い
に
免
除
。
た
だ
し
、
旅
費
、
滞
在
費
、

食
費
な
ど
個
人
に
関
わ
る
費
用
は
本
人

負
担
。
１
対
０
の
留
学
派
遣
の
場
合
は
、

受
け
入
れ
機
関
が
個
人
の
費
用
に
加
え
、

学
業
の
諸
費
用
も
本
人
が
負
担
す
る
よ

う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て

い
ま
す
。
有
効
期
間
は
５
年
で
、
契
約

解
除
の
書
面
通
知
が
な
け
れ
ば
自
動
的

に
５
年
間
の
更
新
と
な
り
ま
す
。�

　
王
立
ウ
ェ
ー
ル
ズ
音
楽
演
劇
大
学
は

ウ
ェ
ー
ル
ズ
最
大
都
市
カ
ー
デ
ィ
フ
の

カ
ー
デ
ィ
フ
城
内
に
あ
り
、
リ
サ
イ
タ

ル
ル
ー
ム
３
、
演
習
室
が
５０
を
数
え
、

学
生
数
は
約
５
５
０
人
。
声
楽
、
オ
ペ

ラ
、
弦
楽
器
、
木
管
楽
器
、
金
管
楽
器
、

打
楽
器
、
ピ
ア
ノ
、
作
曲
、
ジ
ャ
ズ
、

古
楽
、
音
楽
療
法
な
ど
が
学
修
で
き
、

オ
ペ
ラ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
年
間
３
０

０
以
上
の
公
演
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
＝
ビ
ヤ
ン
ク
ー
ル
地
方

音
楽
院
は
１
９
５
９
年
の
創
立
。
地
方

音
楽
院
で
す
が
、
世
界
で
活
躍
す
る
音

楽
家
が
講
師
と
し
て
学
生
の
指
導
に
当

た
り
、
６０
の
練
習
ル
ー
ム
、
３
つ
の
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
２
つ
の
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
施
設
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
専
攻
は
木
管
楽
器
、
金
管
楽

器
、
弦
楽
器
、
ピ
ア
ノ
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
、

ギ
タ
ー
、
オ
ル
ガ
ン
、
ハ
ー
プ
、
チ
ェ

ン
バ
ロ
、
打
楽
器
、
声
楽
、
オ
ン
ド
・

マ
ル
ト
ノ
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、
バ
ロ

ッ
ク
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
。�

　大阪音楽大学は７月１日、英国の王立ウェールズ音楽演劇
大学と姉妹校提携の覚書を締結。教育、研究、その他の領
域において学術と文化交流を行います。また、
フランス・ブローニュ＝ビヤンクール地方音楽
院との提携もブローニュ市議会が締結を認可。
近く同市長が署名する、との連絡が本学に
ありました。これで本学の海外提携校は６大
学（音楽院、音楽学院を含む）になりました。�

　
大
阪
音
楽
大
学
は
ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ

ン
の
フ
ォ
ル
ク
ヴ
ァ
ン
グ
芸
術
大
学
と

姉
妹
校
提
携
に
つ
い
て
基
本
的
に
合
意
。

９
月
１５
日
に
は
音
楽
学
部
長
の
Ａ
・
ヒ

ュ
ル
ス
ホ
フ
教
授
（
４
　
に
関
係
記
事
）

が
来
学
し
授
業
や
音
楽
博
物
館
、
ザ
・

カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見
学
し

た
後
、
中
村
孝
義
学
長
と
懇
談
し
ま
し

た
。
近
く
覚
書
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。�

　
ド
イ
ツ
で
は
先
に
デ
ト
モ
ル
ト
音
楽

大
学
、
ワ
イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・
リ

ス
ト
音
楽
大
学
と
姉
妹
校
提
携
を
結
び
、

ワ
イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音

楽
大
学
と
は
双
方
で
交
換
留
学
生
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。�

　
フ
ォ
ル
ク
ヴ
ァ
ン
グ
芸
術
大
学
は
１

９
２
７
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
音
楽
、

演
劇
、
ダ
ン
ス
、
デ
ザ
イ
ン
、
一
般
教

育
な
ど
の
学
部
が
あ
り
学
生
数
は
約
１

２
０
０
人
。
一
流
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

文
化
的
地
位
、
音
楽
界
へ
の
貢
献
度
な

ど
が
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
間
３
０
０
以
上
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
ラ

イ
ヴ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ヒ
ュ
ル
ス
ホ
フ
教
授
は
「
姉
妹
校
提

携
を
正
式
に
締
結
す
れ
ば
、
実
の
あ
る

交
流
を
続
け
た
い
。
本
学
で
は
パ
ソ
コ

ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
利
用
し
て

教
育
を
行
う
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

お
り
、
将
来
、
双
方
で
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
姉
妹
校
提
携
に
つ
い
て
は
こ
の
ほ
か

１０
月
２０
日
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
音
楽
院
の
フ
ラ
ン
ス
・
ホ
イ
ツ
教
授

が
来
学
。
同
２７
日
に
は
米
国
・
ミ
シ
ガ

ン
州
立
大
学
音
楽
学
部
長
と
、
夫
が
同

大
学
の
准
教
授
を
し
て
い
る
杉
村
京
美

さ
ん（
８３
年
大
専
修
・
ピ
ア
ノ
）ら
が
来

学
し
、中
村
学
長
と
懇
談
す
る
予
定
。�

ペ
ー�

ジ�

さ
ら
に
2
校
と
姉
妹
校
提
携
�

英・王立ウェールズ音楽演劇大学�

仏・ブローニュ＝ビヤンクール地方音楽院�

独
・
フ
ォ
ル
ク
ヴ
ァ
ン
グ
芸
術
大
学
と
も
合
意�

音
楽
学
部
長
が
来
学�

中村孝義学長と懇談するA.ヒュルスホフ教授�
（学長応接室）�
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大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
は
、
府
内

の
魅
力
的
な
資
源
を
発
掘
・
再
発
見
し
、

磨
き
、
際
立
た
せ
、
結
び
つ
け
る
こ
と

で
「
大
阪
全
体
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と

い
う
「
ま
ち
の
顔
」「
ま
ち
の
空
気
感
」

を
形
成
し
、
大
阪
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
、
内
外
へ
情
報
発
信
す
る
も
の
で
す
。�

　
登
録
物
の
う
ち
、
「
展
示
品
」
の
例

は
建
物
・
街
並
み
▽
み
ど
り
・
自
然
▽

食
・
生
活
▽
芸
能
・
娯
楽
。
「
館
内
催

し
」
で
は
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。
０８

年
（
平
成
２０
年
）８
月
に
府
が
構
想
を

発
表
。
昨
年
登
録
さ
れ
た
の
は
９
８
２

件
。
登
録
さ
れ
る
と
府
の
補
助
金
や
特

別
展
事
業
に
対
し
て
府
の
負
担
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
登
録
に
よ
っ
て

求
め
ら
れ
る
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
府
の
負
担
金
を
使
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
場
合
、
同
構
想
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
表
示
を

す
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
豊
中
市
が
府
に
出
し
た
登
録
提
案
書

に
よ
る
と
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
様
式
と
風

格
を
継
承
し
た
日
本
初
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
で
す
。
専
属
の
管
弦
楽
団
・
合
唱
団

を
持
ち
、
「
夏
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
シ

リ
ー
ズ
、
秋
の
２０
世
紀
オ
ペ
ラ
・
シ
リ

ー
ズ
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
オ
ペ
ラ
・
シ
リ

ー
ズ
」
の
開
催
を
通
じ
、
音
楽
の
新
発

信
地
と
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。�

　
音
楽
博
物
館
は
０２
年
に
従
来
の
付
属

楽
器
博
物
館
と
音
楽
研
究
所
を
改
組
し

た
も
の
で
、
世
界
の
楽
器
２
０
０
０
点

が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
映
像
・
音

響
資
料
や
文
献
な
ど
に
よ
り
、
音
楽
に

関
す
る
様
々
な
興
味
に
応
え
て
い
ま
す
。

楽
器
の
試
奏
コ
ー
ナ
ー
や
館
内
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
も
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ

ン
サ
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ミ
ナ
ー

も
年
２
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。�

�

　ザ・カレッジ・オペラハウスと音楽博物館が
大阪府推進の「大阪ミュージアム構想」への登録
が決った、と推薦した豊中市から連絡があり、９
月１６日から府のホームページに掲載されています。�

　
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
・

リ
ス
ト
音
楽
大
学
か
ら
の
交
換
留
学
生
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
カ

ー
ゲ
ル
さ
ん
が
９
月
９
日
、
関
西
国
際

空
港
か
ら
バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
い
で

本
学
に
到
着
。
長
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、

国
際
交
流
室
員
ら
と
打
ち
合
わ
せ
。
そ

の
後
、
箕
面
市
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
宅
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。�

　
一
夜
明
け
た
１０
日
１０
時
か
ら
石
原
知

実
さ
ん
（
大
４
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
ら
３

人
の
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
と
顔
合
わ
せ
。

英
語
に
日
本
語
、
時
に
は
ド
イ
ツ
語
を

挟
み
な
が
ら
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
や
付
属
図
書
館
、
「
ぱ
う
ぜ
」

な
ど
学
内
施
設
を
見
て
回
り
ま
し
た
。�

　
後
期
授
業
が
始
ま
っ
た
１４
日
か
ら
は

各
教
室
で
箏
や
胡
弓
、
雅
楽
、
三
絃
な

ど
の
授
業
を
見
学
。
１７
日
に
は
Ｏ
号
館

で
日
名
弘
見
特
任
教
授
か
ら
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
の
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、

１８
日
に
は
来

学
前
か
ら�

「
ぜ
ひ
学
び

た
い
」
と
言

っ
て
い
た
尺

八
の
授
業
に

出
席
。
星
田

一
山
講
師
か

ら
「
首
振
り

３
年
」
な
ど

の
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
授
業
開

始
か
ら
の
約
１０
日
間
を
振
り
か
え
っ
た

マ
ル
テ
ィ
ン
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
学
生
の
皆
さ
ん
は
最
初
、
シ
ャ
イ
な

感
じ
で
し
た
が
、
慣
れ
る
に
し
た
が
っ

て
心
を
開
い
て
く
れ
、
親
切
で
と
て
も

友
好
的
で
す
。
ま
た
、
学
ん
だ
り
、
感

じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
て
時
間

の
経
つ
の
が
と
て
も
早
い
で
す
。�

 

こ
れ
ま
で
、
尺
八
、
箏
、
三
絃
、
胡

弓
の
授
業
を
見
学
。
実
際
、
手
に
し
た

尺
八
は
少
し
難
し
い
で
す
が
、
雰
囲
気

が
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
箏
は
歌

い
な
が
ら
演
奏
で
き
、
親
し
み
や
す
く

日
本
を
感
じ
ま
す
。
今
後
は
尺
八
と
箏

を
集
中
的
に
学
ん
で
い
き
た
い
。�

オペラハウスと�
音楽博物館登録�

ド
イ
ツ
の
交
換
留
学
生
マ
ル
テ
ィ
ン
さ
ん
奮
闘�

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
に
箏
・
胡
弓
・
尺
八
も�

�

府の「大阪ミュージアム構想」�

「
ま
ち
の
顔
」
内
外
に
情
報
発
信�
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ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ
ン
の
フ
ォ
ル
ク
ヴ

ァ
ン
グ
芸
術
大
学
教
授
、
Ａ
・
ヒ
ュ
ル

ス
ホ
フ
氏
が
特
別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

一
部
は
ミ

ニ
・
コ
ン

サ
ー
ト
。

ヒ
ュ
ル
ス

ホ
フ
氏
が

１
６
９
１

年
製
の
名

器
、Ｇ
・
グ

ラ
ン
チ
ー

ノ
の
「
ダ

ヴ
ィ
ッ
ト
・
ポ
ッ
パ
ー
」
で
Ｊ
・
Ｓ
・

バ
ッ
ハ
の
「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
　
第

３
番
」
な
ど
を
演
奏
。
幽
玄
に
し
て
剛

毅
、
豊
か
な
音
量
と
聴
き
手
に
迫
る
表

現
力
で
圧
倒
し
ま
し
た
。
�

　
二
部
は
公
開
レ
ッ
ス
ン
。
藤
原
克
匡

さ
ん
（
大
４
）
が
Ａ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
の
「
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
　
ロ
短
調
」

の
第
一
楽
章
を
演
奏
。
ヒ
ュ
ル
ス
ホ
フ

氏
か
ら
「
力
ま
ず
、
エ
レ
ガ
ン
ト
に
弾

く
ほ
う
が
、
豊
か
で
深
い
響
き
が
得
ら

れ
ま
す
。
こ
の
曲
は
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と

い
う
よ
り
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
よ
う
な

曲
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
ソ

ロ
の
出
だ
し
で
が
ん
ば
り
す
ぎ
る
と
重

く
な
る
。
全
体
を
見
通
し
て
音
量
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
符
点
の

リ
ズ
ム
は
ス
ラ
ヴ
の
舞
曲
の
よ
う
に
軽

や
か
に
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
の
第
一
オ
ー
ボ

エ
奏
者
、
若
尾
圭
介
氏
が
公
開
レ
ッ
ス

ン
を
行
い
、
小
川
裕
子
さ
ん
（
大
２
）

と
飯
沼
奈

那
恵
さ
ん

（
大
４
）が

ク
リ
ニ
ッ

ク
し
て
も

ら
い
ま
し

た
。
�

　
小
川
さ

ん
の
演
奏

は
C
・
サ

ン
＝
サ
ー
ン
ス
の
「
ソ
ナ
タ
ニ
長
調

op.
１
６
６
」
。
　
　
�

 
も
う
少
し
楽
し
く
。
こ
こ
は
遠
く
に

教
会
の
鐘
が
鳴
っ
て
い
る
よ
う
に
、
も

っ
と
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
。
�

　
飯
沼
さ
ん
の
演
奏
は
W
・
A
・
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲

ハ

長
調

ｋ.
３
１
４
」
。
�

　
こ
の
曲
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
に

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と
表
現
を
豊

か
に
。
シ
ン
プ
ル
に
吹
く
の
も
表
現
の

一
つ
で
す
。
�

　
第
２
部
は
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
。
若

尾
氏
と
共
演
歴
が
長
い
エ
ド
モ
ン
ド
･

ア
ー
カ
ス
氏
の
ピ
ア
ノ
で
Ｊ
･
Ｓ
･
バ

ッ
ハ
の
「
復
活
祭
オ
ラ
ト
リ
オ
よ
り
ア

ダ
ー
ジ
オ
」
な
ど
５
曲
を
演
奏
。
会
場

を
埋
め
た
学
生
た
ち
は
世
界
の
音
色
に

陶
酔
し
て
い
ま
し
た
。
�

�

　
日
本
が
世
界
に
誇
る
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
、

オ
ペ
ラ
歌
手
の
佐
藤
し
の
ぶ
氏
が
、
特

別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
佐
藤
氏
は
本

学
付
属
音
楽
高
校
出
身
。
会
場
に
詰
め

か
け
た
大
勢
の
学
生
た
ち
に
「
今
日
は

母
校
に
戻
っ
て
き
て
感
無
量
で
す
。
懐

か
し
く
て
う
れ
し
く
て
、
今
私
の
気
持

ち
は
１５
歳
。
み
な
さ
ん
に
、
歌
う
こ
と

を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
お
伝
え
し
た
い
」

と
に
こ
や
か
に
呼
び
か
け
、
公
開
レ
ッ

ス
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
受
講
生
は
水
野
智
絵
さ
ん（
大
専
）、

川
口
り
な
さ
ん（
院
１
）、
中
侑
子
さ
ん

（
院
１
）、
友
田
久
美
さ
ん（
院
２
）。
Ｇ
・

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
「
仮
面
舞
踏
会
」

か
ら
「M

orro m
a prim

a in grazia

（
私
は
死
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
）」
を

歌
っ
た
水
野
さ
ん
に
、
「
歌
詞
を
日
本

語
に
訳
し
、
自
分
の
言
葉
で
し
ゃ
べ
っ

て
み
て
。
イ
タ
リ
ア
語
は
文
節
で
と
ら

え
、
始
め
の
言
葉
が
立
つ
よ
うM

orro

のM

を
強
調
す
る
。
思
い
を
い
っ
ぱ
い

込
め
て
歌
う
と
、
息
が
苦
し
く
な
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
み
ん
な
が
お
ち
い
る

落
と
し
穴
。
オ
ペ
ラ
は
思
い
を
込
め
て

歌
っ
て
は
い
け
な
い
。
歌
う
と
き
に
同

時
に
込
め
る
の
は
演
歌
。
オ
ペ
ラ
は
、

言
葉
や
気
持
ち
が
常
に
先
行
し
て
い
な

い
と
い
け
な
い
。
楽
譜
は
宝
の
山
。
楽

譜
を
見
て
頭
を
使
う
時
間
を
た
く
さ
ん

持
つ
と
、
自
分
の
歌
が
変
わ
っ
て
く
る

か
ら
、
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。�

 

３
時
間
に
わ
た
る
密
度
の
濃
い
レ
ッ

ス
ン
を
通
じ
、
佐
藤
氏
は
音
楽
の
解
釈

か
ら
役
作
り
、発
声
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、

ブ
レ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
、
第
一
線

で
活
躍
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
が
日
々
積
み

重
ね
た
鍛
錬
の
極
意
を
、
惜
し
げ
も
な

く
披
露
し
ま
し
た
。
聴
講
し
た
声
楽
の

学
生
は
「
問
題
点
を
的
確
に
指
摘
さ
れ
、

わ
か
り
や
す
く
て
、
自
分
に
も
当
て
は

ま
る
と
思
い
ま
し
た
。
す
ぐ
実
行
で
き

そ
う
な
練
習
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
け

て
よ
か
っ
た
で
す
。
先
生
の
お
人
柄
も

す
ば
ら
し
い
」
と
感
激
し
て
い
ま
し
た
。�

９月１５日　ミレニアムホール�
�
９月１５日　ミレニアムホール�
�

A.ヒュルスホフ氏�
�Alexander  Hulshoff�
�

チ
ェ
ロ�

�

特別講義�

‥�

９月１８日 Ｏ号館２０２教室�９月１８日 Ｏ号館２０２教室�

若尾  圭介氏�
オ
ー
ボ
エ�

佐藤  しのぶ氏�声
楽�

水野智絵さん�川口りなさん�

中  侑子さん�友田久美さん�

水野智絵さん�川口りなさん�

中  侑子さん�友田久美さん�

１０月６日  ミレニアムホール�１０月６日  ミレニアムホール�
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アンコールでパラシュック教授と�
即興演奏する井上講師�
�

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
の
井
上
麻
子
講
師

が
、
ロ
シ
ア
の
エ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
グ
市

に
招
待
さ
れ
、
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
と
リ

サ
イ
タ
ル
を
開
き
ま
し
た
。
エ
カ
テ
リ

ン
ブ
ル
グ
は

ロ
シ
ア
中
央
、

ウ
ラ
ル
山
脈

ふ
も
と
に
位

置
す
る
ロ
シ

ア
第
３
の
都

市
。
井
上
講

師
は
５
月
１８
日
に
ウ
ラ
ル
州
立
音
楽
院

で
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
開
き
、
学
生
を

指
導
。
１９
日
に
は
ウ
ラ
ル
州
立
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
き
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。�

　
「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
科
の
イ
ゴ
ー
ル
・

パ
ラ
シ
ュ
ッ
ク
教
授
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
科
も
兼
任
さ
れ
、
民
族
音
楽
か
ら
ジ

ャ
ズ
ま
で
幅
広
く
こ
な
す
方
で
す
。
サ

ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
科
の
学
生
は
全
学
年
で

１０
人
ほ
ど
。
私
が
日
本
か
ら
来
た
と
い

う
こ
と
で
、
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
で
は
野

田
燎
の
作
品
も
取
り
上
げ
、
現
代
音
楽

に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
」

と
井
上
講
師
。
受
け
身
が
ち
な
日
本
の

学
生
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
の
学
生
は
積

極
的
。
レ
ッ
ス
ン
後
も
「
現
代
奏
法
で
、

こ
こ
は
ど
う
演
奏
し
た
ら
よ
い
か
」
「
野

田
燎
っ
て
ど
ん
な
人
？
」
と
質
問
攻
め

に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
長
く
フ
ラ
ン
ス

へ
留
学
し
て
い
た
井
上
講
師
は
「
フ
ラ

ン
ス
で
は
明
る
く
、
ち
ょ
っ
と
鋭
め
の

音
が
今
の
流
れ
で
す
が
、
ロ
シ
ア
は
パ

ワ
フ
ル
で
、
深
み
の
あ
る
温
か
い
音
色

づ
く
り
を
し
て
い
る
」
と
、
ロ
シ
ア
流

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
に
新
鮮
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。�

　
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
「
ぜ
ひ
日
本
の
作

品
を
」
と
の
依
頼
に
応
え
、
本
学
卒
業

生
の
野
田
燎
、
村
尾
厚
貴
子
や
、
棚
田

文
紀
、
林
光
の
作
品
を
、
ロ
シ
ア
人
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
ヴ
ェ
ラ
・
ヤ
ル
コ
ヴ
ァ
さ

ん
と
の
共
演
で
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
で

は
、
飛
び
入
り
で
参
加
し
た
パ
ラ
シ
ュ

ッ
ク
教
授
と
一
緒
に
、
人
気
の
高
か
っ

た
『
さ
く
ら
』
を
テ
ー
マ
に
即
興
演
奏

す
る
”予
期
せ
ぬ
コ
ラ
ボ
“
が
実
現
し

ま
し
た
。
曲
の
合
間
に
は
司
会
者
が
日

本
の
俳
句
を
ロ
シ
ア
語
で
朗
読
し
た
り
、

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
日
本
の
桜
の
風

景
を
映
し
出
し
た
り
、
凝
っ
た
演
出
に

会
場
は
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。�

　
日
本
の
音
楽
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

と
、
ロ
シ
ア
で
出
会
っ
た
人
々
の
温
か

い
心
遣
い
に
感
銘
を
受
け
た
井
上
講
師
。

「
い
つ
か
音
楽
院
と
大
阪
音
楽
大
学
で
、

交
換
留
学
や
親
善
演
奏
が
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
」
と
夢
を
語
り
合
い
、
ロ
シ

ア
の
地
を
後
に
し
ま
し
た
。�

　
畑
中
良
輔
特
別
講
座
「
日
本
歌
曲
１

０
０
年
の
歩
み
を
辿
っ
て
」
の
第
２
期

戦
後
編
が
７
月
３
日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ

ー
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
回
目

は
戦
後
華
々
し
く
活
躍
し
た
作
曲

家
・
清
水
脩
と
「
新
声
会
」
を
興

し
た
柴
田
南
雄
の
作
品
を
取
り
上

げ
ま
す
。�

　
私
が
初
め
て
清
水
さ
ん
の
曲
を

聴
い
た
の
は
「
春
の
寺
」
。
室
生

犀
星
の
詩
集｢

抒
情
小
曲
集｣

の
中
の
一

つ
で
、
こ
の
中
に
「
み
寺
に
さ
く
ら
れ

う
ら
ん
た
れ
ば
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

き
ま
す
。
「
繚
乱
た
れ
ば
」
と
い
う
感

じ
は
日
本
人
で
な
け
れ
ば
出
せ
な
い
表

現
。
た
だ
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
中
に
は
匂
い
も
あ
り
風

も
あ
る
。
室
生
犀
星
は
言
葉
を
工
夫
し
、

素
晴
ら
し
い
表
現

を
考
え
ま
し
た
。�

 

こ
の
繚
乱
と
し

た
感
じ
を
清
水
さ

ん
は
ピ
ア
ノ
の
前

奏
で
「
七
の
和
音
」

を
使
っ
て
表
現
さ

れ
た
。
当
時
「
七

の
和
音
」
は
「
ド
」
と
「
シ
」
が
同
時

に
鳴
る
か
ら
古
典
の
和
声
学
で
は
厳
禁
。

そ
ん
な
時
代
に 

清
水
さ
ん
は
禁
則
を

破
ら
れ
た
。
ピ
ア
ノ
の
パ
ー
ト
が
こ
れ

ほ
ど
雄
弁
に
色
彩
を
も
っ
て
描
か
れ
た

歌
曲
は
ち
ょ
っ
と
な
い
ん
で
す
。�

　
清
水
さ
ん
は
「
春
の
寺
」
に
始
ま
り

「
蛇
」（
室
生
犀
星
）、
「
サ
ー
カ
ス
」（
中

原
中
也
）
な
ど
、
皆
が
余
り
選
ば
な
か

っ
た
よ
う
な
詩
に
曲
を
付
け
て
い
っ
た
。

日
本
歌
曲
の
額
縁
か
ら
飛
び
出
し
、
新 

し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ
作
曲
家
で
す
。�

 

終
戦
の
翌
年
、
１
９
４
６
年
１
月
に

そ
れ
ま
で
実
力
を
た
め
て
い
た
柴
田
南

雄
、
入
野
義
朗
さ
ん
ら
が
集
ま
っ
て
作

曲
家
集
団
「
新
声
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

す
。
戦
後
の
混
乱
期
に
新
し
い
声
を
起

こ
そ
う
と
い
う
わ
け
で
、
私
は
復
員
後
、

こ
の
会
に
合
流
し
ま
し
た
。�

 

柴
田
さ
ん
の
名
を
有
名
に
し
た
の
は

立
原
道
造
の
詩
集
「
優
し
き
歌
」
。
日

本
の
抒
情
は
そ
れ
ま
で
セ
ン
チ
メ
ン
タ

ル
な
の
が
多
か
っ
た
が
、
立
原
の
詩
は

み
ず
み
ず
し
い
日
本
語
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
風
の
乾
い
た
風
が
吹
い
て
く
る
よ
う

な
抒
情
で
し
た
。�

　
柴
田
さ
ん
の
や
さ
し
い
気
持
ち
が
立

原
の
詩
と
結
び
つ
き
、
や
が
て
「
爽
や

か
な
五
月
に
」
「
さ
び
し
き
野
辺
」
な

ど
、
繊
細
な
作
品
が
次
々
と
生
ま
れ
ま

し
た
。�

　
ソ
プ
ラ
ノ
の
加
藤
か
お
り
さ
ん
、
バ

リ
ト
ン
の
福
嶋
勲
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
中

村
展
子
さ
ん
が
清
水
脩
の
「
蛇
」
「
海

辺
」
、
柴
田
南
雄
の
「
さ
び
し
き
野
辺
」

な
ど
１２
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

�

９月１５日　ミレニアムホール�
�

９月１８日 Ｏ号館２０２教室�

ロ
シ
ア
に
招
か
れ
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
と
リ
サ
イ
タ
ル
�

日
本
歌
曲
・
戦
後
編�

畑中良輔特別講座� 井上麻子講師�

水野智絵さん�川口りなさん�

中  侑子さん�友田久美さん�

１０月６日  ミレニアムホール�
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い
よ
い
よ
コ
ン
サ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
１１
月
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
学
生
た
ち

が
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で

”芸
術
の
秋
“
を
彩
る
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
ま
す
。
１２
月
は

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
大
学
定
期
演
奏
会
。
大
阪
音
楽
大
学
管
弦
楽
団
・
合
唱
団
の
演

奏
で
、
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ほ
と
ば
し
る
「
火
の
鳥
」
と
「
第
九
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

第９回 ザ・カレッジ・アンサンブル・コンサート�
１１月９日（月）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場料１０００円�

第２３回　新作展�
１１月１２日（木）１８時　ミレニアムホール　入場料　１０００円�

第２１回　ザ・コンチェルト・コンサート�
１１月１３日（金）１８時  ザ・カレッジ・オペラハウス  入場料１０００円�
指揮  大勝秀也  管弦楽  ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�

第２０回　ザ・カレッジ・コンサート�
１１月１９日（木）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場料１０００円�

第３２回　邦楽演奏会�
１１月２７日（金）１８時  ミレニアムホール  入場料１０００円�
演奏　大阪音楽大学邦楽専攻生�
         大阪音楽大学邦楽専攻教員・演奏員�

ピアノ  増井愛　�
ソプラノ  臼井直美  ピアノ伴奏  吉野有美�
クラリネット  小橋綾実  ピアノ伴奏  佐々木茉莉子�

F.メンデルスゾーン.バルトルディ：ピアノ協奏曲 第２番 ニ短調 作品40�
ピアノ　林ゆかり�

P.クレストン：トロンボーンとオーケストラのための幻想曲�
作品４２　　トロンボーン  岡村哲朗�

H.トマジ：アルト・サクソフォーンとオーケストラのための協奏曲�
サクソフォーン  茶円清正�
�

第２４回　ピアノ・グランド・コンサート�
１１月１６日（月）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場料１０００円�

第１６回  ジュニア・カレッジ・コンサート�
１１月２０日（金）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場料１０００円�

大阪音楽大学第５２回定期演奏会�
１２月４日（金）１９時　ザ・シンフォニーホール　入場料１０００円　指定席�
〔チケット取扱い〕チケットぴあ10570-02-9999  Ｐコード  334-167�

ＡＢＣチケットセンター（ザ・シンフォニーホール内　窓口受付のみ）�
大阪音楽大学コンサート・センター106-6334-2242�

指揮　小田野宏之　管弦楽　大阪音楽大学管弦楽団�
合唱　大阪音楽大学合唱団�
Ｉ．ストラヴィンスキー：舞踊組曲「火の鳥」（1919年版）�
Ｌ．ｖ．ベートーヴェン：交響曲  第９番  ニ短調  作品125  （「合唱付」）�
ソプラノ　松田昌恵　アルト　　荒田祐子�
テノール　西垣俊朗　バリトン　 田中勉�
�

大阪音楽大学短期大学部第１８回定期演奏会�
１２月１９日（土）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス　入場料１０００円�

指揮  大勝秀也  管弦楽  ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
W.A.モーツァルト：２台のピアノのための協奏曲　変ホ長調　K.365（316a）�

　　　　　　　　　　　　ピアノ　加茂里織　小野文�
W.A.モーツァルト：ピアノ協奏曲　第23番　イ長調　K.488�

　　　　　　　　　　　　ピアノ　比果沙織�
L.v.ベートーヴェン：ピアノ協奏曲　第３番　ハ短調　作品37�

　　　　　　　　　　　　ピアノ　村井陽香�

■本年度から本学学生出演の演奏会が一部
有料になります。各演奏会の詳細ととも
にご案内いたします。�

■電話、Ｆａｘ、はがき、大学ホームページ等
で入場券をお申し込みになり、郵送で受
け取りご希望の場合、代金の振込手数料、
送料はお客様のご負担となります。また、
本学主催演奏会の「ご案内チラシ」のみ
郵送ご希望の方も送料をご負担いただき
ます。詳しくは電話でお問い合わせくだ
さい。�

コンサート・センターからお知らせ�

～ピアノ教員による演奏会～� ミレニアムホール�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�

第６回　１１月５日（木）１７時　入場無料� 第７回  １２月１０日（木）１７時 入場無料�

西本由香� 田中紀子� 土井　緑� 宮下朋樹� 大竹道哉�

西本由香�
F.リスト：ハンガリー狂詩曲　第3、10、12番�

田中紀子�
F.ショパン：スケルツォ  第4番  ホ長調  作品54  他�

土井　緑�
F.ショパン：ピアノ・ソナタ  第2番  変ロ長調  作品35《葬送》�

宮下朋樹�
L.v.ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ　�
第32番　ハ短調　作品111�

大竹道哉�
A.ウェーベルン：ピアノのための変奏曲�
作品27　他�

［大阪音楽大学コンサート・センター］�
〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８�

106-6334-2242　Ｆａｘ06-6334-2164

二台四手  d川優梨香  山口真里�
マリンバ二重奏  西園望  松野愛生�
クラリネット四重奏  大内彩菜  西岡章博�
辻友里恵  坂本彩華�
金管・打楽器十一重奏  濱田夕葵  中水裕子�
丸山亜津沙  田原正士  三好香澄  野村梨恵�
岩本慶妃  山口菜美  藪下洋信  光本諭史  　武�
二台四手　真下佳奈子　真下菜穂子�
四重奏  和久田優  飯沼奈那恵  小橋綾実  安西彩香�
七重奏  山田聖華  小山亜希  山u清花�
藤原克匡  丹沢加奈子  林美沙  横谷静美�
二重奏  市川拓平  田中梨沙�
クラリネット四重奏  藤本亜弓  鷹羽萌子�
川原智世  萩原亜弓�
木管五重奏  藤田紗織  飯沼奈那恵  小橋綾実�
石原知実  大北幸恵�

作曲  雫川貴博  t木日向子  岡本惟禎�
山本真理子  杉本悠  中村徹  内兼久康美�
松本栄成  恩地孝幸  手柴里美�

�
�

フルート 宮脇翔子 ピアノ伴奏 藤本さえ子／/二重唱  
畑村瞳 安藤華純 ピアノ伴奏 荒武真子／クラリネット 
中井美緒 ピアノ伴奏 西出晴美／バス・トロンボーン  
濱野彩香 ピアノ伴奏 藤本さえ子／サクソフォーン四
重奏 坂本美佳子 石田可奈恵 肥後絵莉奈  徳岡美
紀／ピアノ  近藤千朱／クラリネット 川原智世  ピアノ
伴奏 荒武真子／ソプラノ 大山瑞紀 ピアノ伴奏 s川
優梨香／ユーフォニウム 棚原茜  ピアノ伴奏 新宅百
合子／サクソフォーン 外山舞 ピアノ伴奏 永野友加吏�

第１部�
◆ピアノ四台十六手�
　P.I.チャイコフスキー（編曲／松本昌敏）：「くるみ割り人形」�
　　演奏　ピアノ専攻選抜学生�
　　　　　片山知穂　倉永彩　近藤千朱　柴田穂奈美�
　　　　　下浦里佳　林由佳　藤原千鈴　牧田麻菜美�
◆合唱�
A.ヴィヴァルディ：グローリア　RV５８９�
　　指揮　里井宏次　  演奏　短大合唱クラス受講生�
第２部�
　　指揮　小野川昭博  演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団�

R.ガランテ：レイズ・オブ・ザ・サン�
保科洋：風紋      真島俊夫：３つのジャポニズム�
�

※１１月２６日（木）の開催は都合により中止します。ご了承ください。�
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第44回オペラ公演　20世紀オペラ・シリーズ�

１１月６日（金）１９時　１１月８日（日）１４時　指定席�
一般７０００円　シルバー６０００円　高校生以下３０００円�
　　指揮　チャン・ユンスン　演出　岩田達宗�
　　制作担当　t橋浩子　制作統括　本田耕一�
　　ジャンヌ・ダルク　石橋栄実　修道士ドミニク　川下登�
　　第１の語り手　浜田広志　第２の語り手　水谷雅男�
　　酒樽小母さん　福島紀子　聖処女／子供の声　中西麻貴�
　　マルグリート　田邉織恵　カトリーヌ　荒田祐子�
　　テノール・ソロ　松岡重親　バス・ソロ　萩原次己�
　　合　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
　　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
　　オンド・マルトノ　久保智美�
�

A.オネゲル�

（台本 P.クローデル　原語/フランス語・一部訳詞上演・字幕付）�

�

「火刑台上のジャンヌ・ダルク」�

開館20周年記念公演�

OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

１１月・１２月・1月� の 催 し �

　
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
暗
闇
の
冬

か
ら
春
に
な
る
朝
、
子
ど
も
が
ぽ
っ
と
灯
し
た
ろ
う
そ
く

の
炎
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
れ
を
み
ん
な
が
見
つ
め
て
で
き

た
国
」
。
台
本
作
者
、
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
こ
ん

な
詩
的
な
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
。
一
人
の
少
女
が
神
の
啓

示
を
受
け
て
戦
い
、
火
あ
ぶ
り
に
な
る
こ
と
で
、
人
々
に

国
家
と
い
う
共
同
体
意
識
を
呼
び
覚
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
は
生
き
た
建
国
神
話
だ
。�

　
舞
台
は
「
世
界
」
。
地
獄
、
地
上
、
天
上
の
ま
ん
な
か

に
一
本
の
巨
大
な
ろ
う
そ
く
が
あ
る
。
合
唱
は
ス
ト
ー
リ

ー
に
沿
っ
た
音
場
設
定
を
し
た
の
で
、
オ
ネ
ゲ
ル
の
カ
ラ

フ
ル
で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
音
楽
の
一
体
性
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
う
。
今
回
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
歌
手
。
主
役
を
含
め
通
常
俳
優
が
演
じ
る
役
も
、
全
部

歌
手
が
演
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
音
楽
と
言
葉
の
関
係
が
緻
密

で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
呼
応
し
て
生
き
た
言
葉
を
し
ゃ
べ

れ
る
の
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
だ
け
だ
か
ら
。
特
に
石
橋
栄
実

の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
。
日
本
人
の
持
つ
少
女
、
聖
な
る

乙
女
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
音
楽
性
を
兼
ね
備
え
た
石
橋
栄
実

は
稀
有
な
例
に
な
る
だ
ろ
う
。�

　
ク
ロ
ー
デ
ル
は
外
交
官
と
し
て
日
本
に

滞
在
し
日
本
文
化
を
愛
し
た
。
仏
文
学
者
、

安
堂
信
也
と
矢
代
秋
雄
は
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
」
を
見
事
な
日
本
語
に
訳
し
初
演

し
て
い
る
。
僕
が
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」

を
演
出
す
る
な
ら
、
歌
唱
部
分
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
ジ
ャ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
と
修
道
士
ド
ミ
ニ
ク
の
セ
リ
フ
は
、
彼
ら

の
訳
を
使
お
う
と
心
に
決
め
て
い
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で

彼
ら
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
日
本
の
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル

ク
」
を
完
全
な
形
で
ク
ロ
ー
デ
ル
に
見
せ
た
い
、
そ
ん
な

意
気
込
み
で
挑
戦
し
て
い
る
。�

日
本
の「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」に
挑
戦�

演
出
家
　
岩
田
達
宗�

１１月５日（木）�
１７時�

１１月５日（木）�
１９時�

１１月６日（金）�
１９時�

１１月７日（土）�
１５時�

１１月８日（日）�
１４時�

１１月９月（月）�
１８時　　　�

１１月１２日（木）�
１８時�

１１月１２日（木）�
１９時�

１１月１３日（金）�
１４時�

１１月１３日（金）�
１８時�

１１月１４日（土）�
１７時�

１１月１６日（月）�
１８時�

１１月１９日（木）�
１８時�

１１月１９日（木）�
１９時�

１１月２０日（金）�
１４時�

１１月２０日（金）�
１８時�

１１月２１日（土）�
１４時�

１１月２７日（金）�
１４時�

１１月２７日（金）�
１８時�

１２月４日（金）�
１９時�

１２月５日（土）�
１４時�

１２月１０日（木）�
１７時�

１２月１２日（土）�
１７時�

１２月１８日（金）�
１８時３０分�

１２月１９日（土）�
１８時　　　　�

２０１０年�
１月９日（土）�
１７時�

１月１０日（日）�
１７時�

１月１６日（土）�
１５時�

第６回ミレニアムピアノコンサート�
ＭＨ　出演　西本由香　田中紀子　土井緑�

大阪音楽大学開放講座「音楽・心の旅２３」②�
豊中市立中央公民館　講師　中村真美�

２０世紀オペラシリーズ「火刑台上のジャンヌ・ダルク」�
ＯＨ　出演　石橋栄実　川下登　田邉織恵　荒田祐子　他�

指導者研修　打楽器⑦�
K号館２１２　講師　北野徹�

２０世紀オペラシリーズ「火刑台上のジャンヌ・ダルク」�
ＯＨ　出演　石橋栄実　川下登　田邉織恵　荒田祐子　他�

第９回ザ・カレッジ・アンサンブル・コンサート�
ＯＨ　出演　出演者選考オーディション合格者�

第２３回新作展�
ＭＨ　出演　審査合格者�

大阪音楽大学開放講座「音楽・心の旅２３」③�
豊中市立中央公民館　講師　木村知之�

大阪音楽大学公開講座「音楽の宝石箱」③�
高槻市立生涯学習センター　講師　北見真智子�

第２１回ザ・コンチェルト・コンサート�
ＯＨ　出演　出演者選考オーディション合格者�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール　出演　西田歩美�

第２４回ピアノ・グランド・コンサート�
ＯＨ　出演　出演者選考オーディション合格者�

第２０回ザ・カレッジ・コンサート�
ＯＨ　出演　出演者選考オーディション合格者�

大阪音楽大学開放講座「音楽・心の旅２３」④�
豊中市立中央公民館　講師　時宗務�

大阪音楽大学公開講座「音楽の宝石箱」④�
高槻市立生涯学習センター　講師　晴雅彦�

第１６回ジュニア・カレッジ・コンサート�
ＯＨ　出演　出演者選考オーディション合格者�

卒業生による「若い芽のコンサート」�
ＭＨ　出演　土肥彩香　辻村ゆず　倉本尚子　加藤理彩子
松野友美　小寺智絵　柳川真理子　南亜貴子�

大阪音楽大学公開講座「音楽の宝石箱」⑤�
高槻市立生涯学習センター　講師　森　宏�

第３２回邦楽演奏会�
ＭＨ　出演　大阪音楽大学邦楽専攻生�

大阪音楽大学第５２回定期演奏会�
ザ・シンフォニーホール　出演　大阪音楽大学管弦楽団・合唱団�

ミレニアムホール特別講座『シューベルト、歌曲の世界』�
ＭＨ　講師　日下部吉彦　演奏　岡原慎也　藤村匡人�

第７回ミレニアムピアノコンサート�
ＭＨ　出演　宮下朋樹　大竹道哉�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ＡＴＣ南港サンセットホール  出演  辻合佑璃  田久保友妃  古川真也�

畑中良輔特別講座「戦後日本の二大作曲家の出現」�
ＭＨ  講師  畑中良輔  演奏  石橋栄実  小玉晃  關口康祐�

大阪音楽大学短期大学部　第１８回定期演奏会�
ＯＨ　出演　大阪音楽大学短期大学部在学生�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール　出演　星田一山�

短期大学部電子オルガンコース・コンサート�
ＯＨ　出演　電子オルガンコース専攻生�

合唱演奏会�
ＯＨ  出演  大阪音楽大学合唱団、大阪音楽大学短期大学部合唱団�
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佐治晴夫講師（鈴鹿短期大学学長）�

授業紹介 大学院「芸術文化の諸相」�
�

７
月
３
日
の
第
６
回
�

�
７
月
１０
日
の
最
終
回
�

�

　宇宙物理学者で鈴鹿短期大学学長、佐治晴夫講師の大
学院「芸術文化の諸相」は７月３日に６回目の「音が音
楽になる時『自然は芸術を模倣する』（オスカー・ワイル
ド）といえるのか」、最終回の同10日は「宇宙に旅立っ
たバッハのプレリュード。1977年、太陽系･外惑星探査
を目的として打ち上げられたボイジャーに、地球からの
メッセージとして、なぜ、バッハが搭載されたのか」に
ついて講義しました。前号と同様、208号の２回も授業
内容と抄録の内容が一致しない部分があります。講義の
一部を取り上げて編集したためです。ご了承ください。�

　L
IN
G
U
A
 
F
U
N
D
A
M
E
N
T
U
M
 

SA
N
C
T
I 
SIL
E
N
T
II

「
音
は
聖
な
る

沈
黙
に
基
づ
く
」。
沈
黙
と
言
葉
は
た

が
い
に
相
補
的
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

日
本
の
国
旗
を
例
に
取
る
と
、
白
い
と

こ
ろ
に
赤
い
丸
を
入
れ
た
の
か
、
赤
い

布
の
外
側
を
白
く
塗
っ
た
の
か
。
結
果

は
同
じ
で
も
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
意
味

が
違
い
ま
す
。
光
と
影
の
関
係
も
然
り
、

宇
宙
は
対
極
の
性
質
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

で
き
て
い
ま
す
。
�

　
と
こ
ろ
で
、
生
物
の
感
覚
は
、
人
間

も
含
め
て
常
に
変
化
量
で
認
識
し
ま
す
。

音
楽
と
は
、
物
理
の
目
で
見
れ
ば
、
音

程
、
リ
ズ
ム
、
強
弱
そ
し
て
音
と
静
寂

な
ど
、
す
べ
て
が
変
化
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
芸
術
で
す
。
そ
れ
を
「
ゆ
ら

ぎ
」
と
い
い
ま
す
。
�

　
実
は
、
自
然
界
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
の
特

長
を
調
べ
て
み
る
と
、
ま
っ
た
く
予
測

で
き
な
い
変
化
と
、
予
測
可
能
な
変
化

が
ま
じ
り
あ
っ
た
変
動
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
ｆ
分
の

１
ゆ
ら
ぎ
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
っ

た
く
予
測
で

き
な
い
変
動

を
も
つ
雑
音

と
、
「
ｆ
分
の
１
」
の
変
動
を
も
つ
雑

音
を
聞
き
比
べ
る
と
、
後
者
が
音
楽
的

に
聞
こ
え
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
遺
伝
子
の
分
子
配
列
を
音
に
割
り
ふ

っ
て
み
た
ら
、
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ
そ
っ
く
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
�

　
さ
ら
に
は
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
し
た

た
り
落
ち
る
水
滴
の
リ
ズ
ム
変
動
と
水

量
の
変
化
か
ら
、
聴
い
て
い
た
だ
い
た

と
お
り
の
子
守
歌
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
、
物
理
か
ら
み
た
音
楽
の
面
白
さ

が
あ
り
ま
す
。
素
人
と
プ
ロ
の
演
奏
の

違
い
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
バ

ッ
ハ
の
「
平
均
率
ク
ラ
ヴ
ィ
ア
曲
集
」

第
１
巻

第
１
番
に
で
て
く
る
低
音
部

の
「
ゆ
ら
ぎ
」
に
も
着
目
し
て
く
だ
さ
い
。

音
楽
の
中
に
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

自
然
界
の
根
源
的
性
質
で
あ
る
「
ｆ
分

の
１
ゆ
ら
ぎ
」
が
、
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
６
回
目
の
講
義
で
「
取
っ
て
置
き
の

音
」
と
し
て
Ｅ．

Ｔ．

（
地
球
外
知
的

生
命
体
）
と
の
交
信
に
使
用
す
る
音
楽

を
紹
介
。
最
終
講
義
は
、
今
ま
で
の
お

さ
ら
い
を
し
て
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、

音
階
の
構
造
と
カ
デ
ン
ツ
の
構
造
を
純

粋
に
数
学
の
立
場
か
ら
考
え
る
こ
と
を

試
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
７
年
、

米
国
・
フ
ロ
リ
ダ
州
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
宇

宙
基
地
か
ら
太
陽
系
・
外
惑
星
探
査
を

目
的
と
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ボ
イ
ジ

ャ
ー
１
、
２
号
に
は
Ｅ．

Ｔ．

と
の
遭

遇
を
想
定
し
て
？
　
前
回
取
り
上
げ
た

バ
ッ
ハ
の
「
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ア
曲
集
」

第
１
巻
　
第
１
番
の
『
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
』

が
搭
載
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
、

そ
の
提
案
者
の
立
場
か
ら
の
話
が
さ
れ

ま
し
た
。
�

　
な
ぜ
、
こ
の
曲
が
選
ば
れ
た
の
か
。

「
そ
れ
は
、
こ
の
楽
曲
の
中
に
は
、
宇

宙
の
普
遍
的
言
語
と
し
て
の
数
学
的
性

質
が
顕
著
で
、

し
か
も
、
前

回
、
お
話
し

し
た
『
ｆ
分
の
１
ゆ
ら
ぎ
』
と
い
う
自

然
の
根
源
的
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
未
知
な
る
も

の
と
の
交
信
に
、
音
が
使
わ
れ
た
の
は
、

た
と
え
ば
、
我
々
に
似
た
生
物
だ
っ
た

場
合
、
も
っ
と
も
根
源
的
な
感
覚
は
聴

覚
で
あ
る
と
い
う
仮
定
に
根
ざ
し
て
い

た
か
ら
で
す
」
�

　
「
も
ち
ろ
ん
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
誰
も
が

Ｅ．

Ｔ．

と
の
遭
遇
が
確
実
だ
、
な
ど

と
は
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

初
め
て
地
球
か
ら
宇
宙
に
送
り
出
す
側

か
ら
み
れ
ば
、
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
そ
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
衝
動
に
か

ら
れ
た
の
で
す
」
�

　
「
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

音
楽
こ
そ
、
宇
宙
の
共
通
言
語
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
音
楽
を
学
ぶ
学

生
の
皆
さ
ん
も
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る

た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
数
学
と
物
理

の
お
勉
強
を
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望

し
て
講
義
を
終
え
る
こ
と
に
し
ま
す
」
�

音
楽
の
中
に
数
学
が
見
え
て
く
る�

少
し
だ
け
数
学
と
物
理
の
勉
強
を�
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〈９〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

◯上味原池の土手だったと言われる石垣=大阪市天王寺区�
◯下生徒たちのいこいの場だった新校舎屋上�

　
大
阪
音
楽
学
校
校
長
、
永
井
幸
次
の

念
願
だ
っ
た
新
校
舎
が
１
９
２
６
年
（
大

正
１５
年
）、
大
阪
市
東
区
味
原
町
９９
（
現

在
の
天
王
寺
区
味
原
本
町
８
）
に
完
成
。

こ
れ
を
契
機
に
夜
間
か
ら
昼
間
授
業
へ

と
切
り
換
え
、
こ
れ
ま
で
の
「
音
楽
塾
」

か
ら
「
学
校
」
へ
と
大
き
く
変
貌
し
ま

し
た
。
た
だ
、
校
地
い
っ
ぱ
い
に
校
舎

が
建
て
ら
れ
、
運
動
場
が
な
い
の
が
難

点
で
し
た
。
も
う
一
つ
、
教
職
員
や
学

生
た
ち
を
悩
ま
せ
た
の
が
「
浸
水
」
で

し
た
。
な
ぜ
な
の
か
、
そ
の
味
原
を
訪

ね
ま
し
た
。
　
 
 

（
文
中
敬
称
略
）�

　
校
地
は
味
原
池
と
言
わ
れ
た
池
跡
で

し
た
。
こ
の
た
め
、
地
盤
が
軟
弱
で
湧

き
水
が
出
て
、
校
舎
の
基
礎
工
事
の
段

階
か
ら
排
水
に
手
間
取
っ
た
上
、
完
成

後
も
地
下
の
倉
庫
な
ど
が
す
ぐ
に
浸
水

し
ま
し
た
。
�

　
同
市
生
野
区
桃
谷
２
丁
目
に
あ
る
濔

栄
神
社
の
逸
見
貞
紘
宮
司
は
「
味
原
池

は
本
格
的
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
で
は

な
く
、
池
の
水
を
抜
い
て
軽
く
土
を
入

れ
た
だ
け
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
池
だ
っ
た
場
所
は
現
在
も
一
段
低

く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
味
原
校
舎
が
あ
っ
た
現
在
地

の
近
く
に
は
「
味
原
池
の
土
手
だ
っ
た
」

と
言
わ
れ
て
い
る
石
垣
が
今
も
残
り
、

味
原
池
跡
の
低
地
と
土
手
側
の
高
地
を

結
ぶ
通
路
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
階

段
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
味
原
池
は
旧
木
野
、
小
橋
両
村
の
共

有
灌
漑
池
で
、
文
書
に
は
広
さ
２
町
７

反
５
畝
歩
（
約
２
万
７
千
平
方
　
）
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
近
一
帯
の
丘
陵

地
は
江
戸
時
代
中
ご
ろ
か
ら
桃
畑
が
広

が
っ
て
い
た
の
で
、
桃
山
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
書
物
に
は
「
す

べ
て
こ
の
辺
は
　
一
円
桃
畑
に
し
て
　

弥
生
の
初
旬
　
花
の
頃
は
老
若
男
女
う

ち
群
れ
て
野
径
に
充
満
す
」
と
書
き
記

さ
れ
た
く
ら
い
、
春
の
開
花
期
は
見
事

で
、
花
見
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
�

　
し
か
し
、
１
８
９
５
年
（
明
治
２８
年
）

５
月
に
私
鉄
大
阪
鉄
道
の
城
東
線
（
現

在
の
Ｊ
Ｒ
環
状
線
）
が
天
王
寺
か
ら
玉

造
ま
で
開
業
。
汽
車
が
折
り
返
し
運
転

し
、
現
在
の
桃
谷
駅
は
「
桃
山
駅
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
同
じ
年

に
京
都
・
伏
見
で
も
鉄
道
が
開
設
さ
れ
、

桃
山
駅
が
あ
っ
た
の
で
、
混
同
を
避
け

る
た
め
大
阪

の
方
は
、
そ

の
後
に
桃
谷

駅
と
改
称
さ

れ
、
今
も
そ

の
駅
名
が
受

け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ

の
駅
改
名
に

つ
い
て
も
逸

見
宮
司
は「
城

東
線
の
桃
山

駅
は
京
都
よ

り
先
に
名
付
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、
何

と
言
っ
て
も
桃
山
は
京
都
が
『
本
家
』。

そ
こ
で
、
大
阪
は
桃
山
の
駅
名
を
京
都

に
譲
り
、
桃
谷
に
変
え
た
よ
う
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
�

　
城
東
線
の
開
業
で
、
桃
畑
の
住
宅
開

発
が
進
み
、
そ
の
上
、
１
９
０
９
年
（
明

治
４４
年
）
１
月
に
は
大
阪
市
電
の
上
町

線
も
開
業
。
周
辺
を
含
め
た
市
街
化
が

一
気
に
進
み
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
味

原
池
も
灌
漑
の
役
割
を
終
え
、
１９
年
（
大

正
８
年
）
に
民
間
会
社
に
よ
っ
て
宅
地

化
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
当
時
の
東
区
と
天
王
寺
区
の

境
界
は
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

東
区
に
属
し
て
い
た
味
原
町
は
４３
年
（
昭

和
１８
年
）
の
大
阪
市
行
政
区
再
編
成
で
、

真
田
山
地
区
な
ど
と
と
も
に
天
王
寺
区

に
編
入
さ
れ
、
６５
年
（
昭
和
４０
年
）
に

は
大
阪
音
楽
学
校
が
あ
っ
た
辺
り
は
味

原
本
町
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
と
こ
ろ
で
、
１
９
１
５
年
（
大
正
４

年
）
の
開
校
時
、
ピ
ア
ノ
１
台
、
オ
ル

ガ
ン
２
台
だ
っ
た
大
阪
音
楽
学
校
は
、

味
原
校
舎
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
２６

年
に
は
ピ
ア
ノ
が
練
習
用
８
、
教
授
用

４
の
計
１２
台
、
オ
ル
ガ
ン
が
１３
と
２
の

計
１５
台
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
校
長
の

永
井
は
「
音
楽
学
校
は
官
立
よ
り
自
由

な
私
立
で
」
と
言
い
、「
基
礎
の
確
立
」

と
「
個
の
充
実
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
根
気

よ
く
、
伸
び
伸
び
と
生
徒
た
ち
を
教
育

し
ま
し
た
。
�

　
味
原
校
舎
に
移
っ
た
そ
の
年
の
１２
月

２５
日
、
大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て
「
昭

和
」
と
改
元
さ
れ
、
昭
和
元
年
は
わ
ず

か
１
週
間
で
昭
和
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
月
に
は
新
校
舎
で
最
初
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
業
年
限

１
年
の
乙
種
師
範
科
の
１２
人
で
、
翌
２８

年
（
昭
和
３
年
）
に
は
甲
種
師
範
生
、

さ
ら
に
２９
年
（
同
４
年
）
に
は
本
科
生

が
巣
立
ち
ま
し
た
。
�

メ
ー
�

ト
ル
�

周
辺
の
桃
畑
　開
発
で
消
滅�

池も役割終え埋め立て�

校地・味原の変遷�
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 手を繋いで」などを題材に、

授、バリトンの田中由也准教授、

発音、表現方法などを指導し

　２日目はオペラハウスで発表会。指揮・加藤完二講師、

ピアノは矢崎真理、西尾麻貴さん。この講座の修了生で

現在本学に在学している山u太郎さん（大４）ら１１人が

助演し、全員課題曲などを歌い切りました。�

　０９年度大阪音楽大学大学院オペ

ラ試演会が７月２３日、ザ・カレッジ・オ

ペラハウスで催されました。演

目はＪ.シュトラウスⅡの喜歌劇

「こうもり」（全３幕、原語上演）

です。�

　キャストはロザリンデに友田

久美さん（院２）、オルロフスキ

ー公爵に中侑子さん、アデー

レに白根奈 さ々んと川口りなさ

ん（以上院１）。これらオペラ研究室

の４人に、教員や演奏員、大２～大４

の皆さんが協力しました。�

　友田さんは「ドイツ語のせりふに苦

労しましたが、院生の人数が少ない分、

ほぼ全幕にわたって舞台に立てる場

を与えられました。それに、喜歌劇と

いうことで聴衆に喜んでもらえたと思

いますが、同時に笑わせることの難し

さを学びました」と話していました。�

「
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
ｖ
ｏ
ｌ
・
１７
」
の
テ
ー
マ
は

「Q
uatre couleurs

〜
４
組
が
彩
る
フ
ラ
ン
ス
色
」
。

１９
世
紀
か
ら
２０
世
紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
７
人
の

作
曲
家
が
色
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。�

　
演
奏
は
辻
合
佑
璃
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）
、
田

久
保
友
妃
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、
古
川

真
也
さ
ん
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）
、
有
居
恵

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
の
４
人
。
　�

　
フ
ル
ー
ト
奏
者
で
、
作
曲
家
と
指
揮
者

の
顔
を
持
つ
ｐ
ｈ
・
ゴ
ー
ベ
ー
ル
の
「
バ

年少女合唱団の皆さんたちも
露しました。２部は大阪を代表
中学校の吹奏楽部や大阪音
趣向を凝らしたパフォーマンス

　圧巻は箕面自由学園高校チアリーダー部の高度な技。
９年連続日本一の演技には、どよめきと拍手が鳴りやみま
せんでした。この日は１、２階とも満席。｢子どもたちから感
動と元気を頂きました。音楽祭は今回で終わらず、これか
らも継続してほしい」と皆さん。�

大学院オペラ試演会�

喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
笑
い
に
苦
労
�

のオペラ講座�

プ
ロ
の
声
楽
家
ら
指
導�

コンサート�
ｌ.17

色
鮮
や
か
に
フ
ラ
ン
ス
色�卒

業
生
４
人
が
演
奏

来
年
も
続
け
て�

も音楽祭�

９月２６日   ミレニアムホール�
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　プロの声楽家や演出家が直接指導する「高校生のた

めのオペラ講座」。５年目の今年は福井、徳島、大阪、兵

庫などから１６人が参加し８月２２、２３日に行われました。�

　初日はイタリアの古典歌曲やオペラ「ヘンゼルとグレー

テル」の二重唱「踊りましょう

メゾ･ソプラノの荒田祐子教授

演出家の中村敬一講師が発

ました。�

　大阪音楽大学ミレニアムホール特

別講座の第３６回レクチャー・コンサー

トが９月１２日にありました。日下部吉

彦氏は「楽器の恋人フルート

と女王のハープが勢そろい。

男性にとってはうれしいことで

す」と聴衆を笑わせ、長山慶

子准教授（フルート）と三浦

由美子講師（ハープ）がＷ.Ａ.

モーツァルトの「フルートとハ

ープのための協

奏曲 Kv.２９９」

より第２楽章を

演奏しました。�

　長山准教授

は「モーツァルト

は我慢のならな

い楽器（フルー

ト）のために作

曲しなければな

らない、と父親に手紙を書いています。

実は、曲の依頼者はフルートがうまく

なかったためだったようです」。�

　ハープについて三浦講師は「１本

の弦で３つの音が出ます。弦は全部

で４７本あります」と説明。この後、フ

ルート専攻生と長山准教授によるＦ.ド

ップラーの「森の小鳥」（特殊管を使

ったフルートアンサンブル）の演奏も

ありました。�

�

ラ
ー
ド
」
、
豊
か
で
繊
細
な
色
合
い
で
満

ち
た
Ｃ
・
フ
ラ
ン
ク
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ソ
ナ
タ
」
を
は
じ
め
「
フ
ラ
ン
ス
６
人
組
」

の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
Ｄ
・
ミ
ヨ

ー
や
Ｆ
・
シ
ョ
パ
ン
ら
の
作
品
を
心
ゆ
く
ま

で
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ア
ン
コ
ー
ル
は
古
川
さ
ん
編
曲
の
オ
ペ
ラ
「
カ

ル
メ
ン
」
よ
り
３
曲
。
４
人
が
舞
台
に
勢
ぞ
ろ
い

し
、
生
き
い
き
と
披
露
し
ま
し
た
。�

　「子どもに夢と感動」をテーマにした豊中子ども音楽祭
（豊中南ロータリークラブ創立４０周年記念事業）が１０月４
日、ザ・カレッジ・オペラハウスで開かれました。　�
　オープニングは箕面自由学園高校吹奏学部のマーチ
ング。次いで李裕璃さん（０９年大卒・ソプラノ）が残したい

日本の唱歌を独唱。豊中少年
「崖の上のポニョ」などを披露
する豊中市立第十一、十三
学大学管弦楽団の登場。趣
が会場を沸かせました。�

楽
器
の
恋
人
と
女
王
勢
そ
ろ
い
�

第36回レクチャー・コンサート� 高校生のため

福
井
な
ど
か
ら
１６
人�

若い芽の
ｖｏｌ

卒
業
生
４
人
が
演
奏�

シ
ョ
パ
ン
ら
７
人
の
作
品�

感
動
と
元
気
を�

豊中子ど
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０９
年
春
に
本
学
短
期
大
学
部
器
楽
専

攻
ピ
ア
ノ
を
卒
業
し
、
兵
庫
県
内
を
中

心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い

る
全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
田
正
人
さ

ん
が
９
月
３０
日
か
ら
１０
月
４
日
ま
で
カ

ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
開
か
れ
た
「
第

２
回
国
際
障
害
者
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
日
本
代
表
の
一
人
と
し
て
出

演
、
見
事
芸
術
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。�

　
福
田
さ
ん
は
４
歳
の
こ
ろ
、
母
親
の

知
人
の
妹
で
本
学
卒
業
生
の
木
村
美
和

さ
ん
（
７５
年
大
卒
・
声
楽
）
に
ピ
ア
ノ

を
習
い
始
め
、
大
阪
府
立
盲
学
校
（
現
・

大
阪
府
立
視
覚
支
援
学
校
）
の
中
学
部

と
高
等
部
へ
。
さ
ら
に
、
専
攻
科
音
楽

科
に
進
み
ま
し
た
が
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く

の
が
嫌
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
高
等
部
３
年
生

の
時
、
出
演
し
た
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
、

ほ
か
の
人
が
弾
く
Ｆ
・
シ
ョ
パ
ン
の
「
英

雄
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」
を
聴
き
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
。
「
自
分
も
ぜ
ひ
弾
い

て
み
た
い
」
と
。
今
は
点
字
楽
譜
を
使

い
ま
す
が
、
当
時
は
木
村
さ
ん
に
弾
い

て
も
ら
い
、
一
音
ず
つ
覚
え
ま
し
た
。

「
全
曲
弾
け
る
よ
う
に
な
る
の
に
半
年

ぐ
ら
い
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
福

田
さ
ん
。�

　
０７
年
、
短
大
に
入
学
し
２
年
間
、
松

村
英
臣
講
師
に
師
事
。
卒
業
直
後
の
４

月
、
タ
イ
で
開
か
れ
た
「
日
メ
コ
ン
交

流
年
２
０
０
９
　
チ
ェ
ン
マ
イ
・
バ
ン

コ
ク

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
出
演
。
５
月
に
は
神
戸
の
ホ
テ
ル
で

演
奏
。
こ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送

局
の
ロ
ビ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
西

宮
や
神
戸
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
「
国
際
障
害
者
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
障
害
者
ピ

ア
ノ
指
導
者
研
究
会
主
催
。
１７
カ
国
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
日
本
か
ら
は
福
田

さ
ん
ら
総
勢
７０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
８
月
２５
日
に
は
堺
市
の

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ�

・
ア
イ
）
で
近
畿
・
中
国
代
表
１０
人
の

「
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ョ
パ
ン
の
「
バ
ラ
ー
ド
第
３
番
」
を

熱
演
し
た
福
田
さ
ん
は
、
今
後
の
抱
負

に
つ
い
て
「
よ
く
『
目
が
見
え
な
い
の

に
』
と
感
心
さ
れ
ま
す
が
、
私
の
目
標

は
皆
さ
ん
の
心
に
響
く
音
楽
を
届
け
る

こ
と
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
中
村
さ
ん
は
６
歳
の
時
、
自
閉
症
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
夢
で
あ
る

音
楽
へ
の
道
に
進
む
た
め
、
０１
年
４
月

に
大
学
ピ
ア
ノ
専
攻
に
入
学
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
０５
年
に
は
同
作
曲
専
攻
に
入

り
、
０９
年
４
月
か
ら
大
専
に
在
籍
し
永

田
孝
信
教
授
に
師
事
し
て
い
ま
す
。�

　
「
き
ら
っ
と
い
き
る
」
は
障
害
者
が

主
人
公
で
、
希
望
を
捨
て
ず
に
歩
き
続

け
て
い
る
人
に
生
き
方
を
教
え
て
も
ら

い
、
ヒ
ン
ト
や
元
気
を
も
ら
お
う
と
い

う
番
組
で
す
。�

　
「
言
い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
言
え
な

い
」
「
断
ら
れ
る
の
が
怖
い
」
。
人
と

交
わ
る
時
に
そ
う
思
っ
て
い
る
中
村
さ

ん
が
今
、
挑
戦
し
て
い
る
の
が
１０
月
３０

日
か
ら
催
さ
れ
る
大
学
祭
の
お
手
伝
い
。

合
唱
の
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

自
分
の
考
え
を
相
手
に
う
ま
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。�

　
帰
宅
後
も
父
親
で
本
学
講
師
の
健
さ

ん
や
母
親
と
そ
の
日
の
出
来
事
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
言
葉

は
す
ぐ
調
べ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
少
し
で
も
上
げ
よ
う
と
し
た
り
。

ま
た
、
友
達
を
増
や
そ
う
と
努
力
す
る

中
村
さ
ん
の
姿
を
追
っ
て
い
ま
す
。�

　本学音楽専攻科作曲専攻の中村徹さ
んが９月１４日から学内などでＮＨＫ教育テ
レビ「きらっといきる」の取材を受けました。
中村さん＝写真右＝の学生生活を追い、
自閉症について考えようという番組で、１０月�
２３日（金）２０時から全国放映されます。�

日
本
代
表  

全
盲
ピ
ア
ニ
ス
ト
福
田
正
人
さ
ん�

「
心
に
響
け
響
け
」
カ
ナ
カ
ナ
ダ
で
芸
術
賞

芸
術
賞
�

「
心
に
響
け
」
カ
ナ
ダ
で
芸
術
賞
�

オペラ物知り講座�

「自閉症について考える」�
�

N
H
K
教
育
で
１０
月
２３
日
放
映
�

「きらっといきる」�
中村徹さんの�
学生生活追う�

７月２１日　ミレニアムホール�

堺で開催の「支援コンサート」で�
熱演する福田正人さん�
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第
５
期
の
テ
ー
マ
は
「
こ
の
人
で
こ

の
オ
ペ
ラ
！
」
。
今
回
は
関
西
を
代
表

す
る
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
の
荒
田
祐
子
さ

ん
（
教
授
）
を
お
迎
え
し
て
メ
ゾ
の
魅

力
に
迫
り
ま
す
。�

　
岡
本
佐
紀
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
Ｇ･

Ｆ･

ヘ
ン
デ
ル
の
「
セ
ル
セ
」
の
ア
リ

ア｢

優
し
い
木
陰｣

が
会
場
に
響
き
ま
す
。

次
い
で
Ｇ
・
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
「
フ
ァ

ヴ
ォ
リ
ー
タ
」
よ
り
「
あ
あ
、
私
の
フ

ェ
ル
ナ
ン
ド
」
。�

　
い
か
が
で
す
か
。
荒
田
さ
ん
の
豊
か

な
、
や
わ
ら
か
い
人
間
的
な
響
き
。
つ

く
ら
れ
た
声
で
は
な
く
、
本
当
に
体
の

中
か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
こ
の
声
こ
そ

が
メ
ゾ･

ソ
プ
ラ
ノ
の
魅
力
で
す
。
実

は
オ
ペ
ラ
の
場
合
、
７
、
８
割
は
ソ
プ

ラ
ノ
が
主
役
。
今
、
荒
田
さ
ん
に
歌
っ

て
い
た
だ
い
た
２
曲
は
数
少
な
い
メ
ゾ

が
主
役
の
オ
ペ
ラ
で
す
が
、
日
本
で
は

残
念
な
こ
と
に
「
カ
ル
メ
ン
」
以
外
は

余
り
上
演
さ
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
メ
ゾ･

ソ
プ
ラ
ノ
に
は
声
の
種
類
か

ら
「
敵
役
」
と
い
う
も
う
一
つ
大
事
な

役
が
あ
り
ま
す
。
Ｆ･

チ
レ
ア
の
「
ア

ド
リ
ア
ー
ナ
・
ル
ク
ブ
ル
ー
ル
」
も
そ

の
一
つ
。
ソ
プ
ラ
ノ
と
メ
ゾ
が
同
じ
テ

ノ
ー
ル
を
取
り
合
っ
て
激
し
い
恋
の
鞘

当
て
を
演
じ
ま
す
。
「
彼
は
私
の
も
の
。

誰
に
も
こ
の
絆
は
断
ち
切
れ
ま
せ
ん
」
。

愛
と
嫉
妬
に
苦
し
む
女
声
２
人
に
よ
る

二
重
唱
は
こ
の
オ
ペ
ラ
の
最
大
の
聴
き

ど
こ
ろ
。
お
相
手
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
松
田

昌
恵
さ
ん（
准
教
授
）。
松
田
さ
ん

は
、
東
京
で
は
た
く
さ
ん
の
舞
台

経
験
を
積
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
円

熟
の
ソ
プ
ラ
ノ
。
荒
田
さ
ん
と
の

夢
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
が
、
悶
々
と
し

た
心
の
内
を
歌
い
上
げ
ま
す
。�

　
Ａ･
ポ
ン
キ
エ
ッ
リ
の
「
ラ
・

ジ
ョ
コ
ン
ダ
」
。
こ
れ
も
恋
の
鞘

当
て
。
「
死
に
も
立
ち
向
か
う
」

「
私
の
愛
は
負
け
な
い
わ
」
。
荒
田
さ

ん
と
松
田
さ
ん
は
、
人
妻
で
あ
る
ラ
ウ

ラ
と
歌
姫
・
ジ
ョ
コ
ン
ダ
の
二
重
唱
を

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
披
露
し
ま
し
た
。�

　
メ
ゾ
の
魅
力
、
ソ
プ
ラ
ノ
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
の
魅
力
に
客
席
は
心
酔
。
お

ま
け
は
荒
田
さ
ん
の
十
八
番
「
カ
ル
メ

ン
」
。
前
奏
が
始
ま
る
と
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。�

◆�

　
５
月
１９
日
に
予
定
し
て
い
た
「
こ
の

人
で
こ
の
オ
ペ
ラ
！ 

高
嶋
優
羽
さ
ん

の
場
合
」
は
来
年
２
月
２２
日
に
開
催
し

ま
す
。�

　
１
６
０
０
年
に
オ
ペ
ラ
が
誕
生
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
流
行
す
る
ま
で
の
２

０
０
年
間（
バ
ロ
ッ
ク
、
古
典
派
時
代
）

は
、
宮
廷
お
抱
え
の
音
楽
家
た
ち
が
お

城
の
中
で
合
奏
し
、
貴
族
が
そ
れ
を
楽

し
む
宮
廷
音
楽
全
盛
の
時
代
で
し
た
。

合
奏
に
専
門
の
指
揮
者
が
登
場
す
る
の

は
こ
れ
よ
り
も
後
、
１９
世
紀
に
な
っ
て

か
ら
で
、
当
時
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

指
揮
者
な
し
で
合

奏
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
バ
ロ
ッ
ク
時
代

の
合
奏
曲
の
基
本

は
「
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
」
。「
協
奏
曲
」

と
訳
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
「
協
力
し
、

競
う
音
楽
」
で
す
。

そ
れ
で
は
指
揮
者

な
し
で
、
ど
の
よ

う
に
し
て
演
奏
し
て
い
た
の
か
。�

　
そ
の
こ
ろ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
数
は

多
く
て
も
２０
人
程
度
。
リ
ー
ダ
ー
は
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
二
頭
立

て
。
リ
ー
ダ
ー
は
あ
ち
こ
ち
に
セ
ン
サ

ー
を
張
り
巡
ら
せ
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で

は
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
、
目
で
合
図
し
な

が
ら
た
く
さ
ん
の
人
を
統
率
し
て
い
ま

し
た
。�

　
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
合
奏
は
小
さ
な
編

成
、
小
さ
な
音
、
互
い
の
息
遣
い
を
聞

き
な
が
ら
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
で
き

る
小
さ
な
空
間
で
よ
か
っ
た
。
合
奏
は

音
の
「
会
話
」
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の

こ
ろ
の
作
品
で
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の

「
四
季
」
が
有
名
で
す
。�

　
し
か
し
、
こ
の
時
代
に
も
広
い
場
所

で
演
奏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
「
大
き
な
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
」（
コ
ン
チ
ェ
ル
ト 

グ
ロ
ッ
ソ
）と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
た
の
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
と
同
時

代
の
イ
タ
リ
ア
の
作
曲
家
、
コ
レ
ッ
リ

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
当
時
、
宮
廷
で
は
演
奏
の
た
め
に
音

楽
家
を
雇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
数

は
せ
い
ぜ
い
１０
人
前
後
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
王
様
の
結
婚
式
と
か
パ
レ
ー
ド
の

時
に
は
１０
人
で
は
い
く
ら
な
ん
で
も
少

な
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
ど
う
し
た
か
と
い

う
と
、
普
段
教
会
で
仕
事
を
し
て
い
る

人
や
劇
場
の
音
楽
家
た
ち
を
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
臨
時
に
雇
っ
た
ん
で
す
ね
。

こ
れ
が
コ
ン
チ
ェ
ル
ト 

グ
ロ
ッ
ソ
の

始
ま
り
で
す
。�

　
ヘ
ン
デ
ル
の
「
王
宮
の
花
火
の
音
楽
」、

ハ
イ
ド
ン
の
交
響
曲
第
６
番
「
朝
」
な

ど
が
あ
り
、
バ
ッ
ハ
の
「
ブ
ラ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
協
奏
曲
第
５
番
」
も
コ
ン
チ
ェ

ル
ト 

グ
ロ
ッ
ソ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。�

西洋音楽史（講師・白石知雄）�

はびきの市民大学・聴講記�⑥�

「
心
に
響
け
」
カ
ナ
ダ
で
芸
術
賞
�

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
演
奏
者
統
率�

「この人でこのオペラ」�

中村 敬一�
荒
田
祐
子
さ
ん
の
場
合�

やわらかい人間的響き�

第５期�オペラ物知物知り講座講座�オペラ物知り講座�

７月２１日　ミレニアムホール�７月２１日　ミレニアムホール�
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なじみの曲 金管五重奏�
野田小 敬老の集いで本学学生ら�

　
「
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
９
月
１４

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学
生
た

ち
の
支
援
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、

学
務
セ
ン
タ
ー
を
改
め
た
も
の
で
す
。�

　
交
換
留
学
な
ど
の
相
談
窓
口
は
企
画

事
務
部
門
の
「
国
際
交
流
室
」
が
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
学
生
支

援
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
コ
ン
ク
ー

ル
・
海
外
研
修
の
紹
介
に
つ
い
て
は
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
業

務
を
移
し
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
の
主
な
役
割
は
学
生
生
活

総
合
案
内
▽
学
生
生
活
支
援
（
心
の
相

談
室
、
保
健
室
、
寮
、
下
宿
、
奨
学
金
、

教
育
ロ
ー
ン
、
課
外
活
動
支
援
）
▽
学

業
支
援
（
履
修
全
般
に
関
す
る
様
々
な

対
応
、
留
学
支
援
）
な
ど
。�

�

　
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部
と
帝
塚

山
学
院
高
校
（
大
阪
市
住
吉
区
・
山
本

三
郎
校
長
）
は
９
月
２５
日
、
教
育
交
流

に
関
す
る
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

教
育
交
流
を
通
じ
高
校
生
の
学
習
意
欲

を
高
め
、
大
学
・
短
大
の
教
育
内
容
や

授
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
「
高
大

連
携
」
の
一
環
。
０３
年
に
締
結
し
た
大

阪
府
立
池
田
北
高
校
に
続
い
て
２
校
目

で
、
１０
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。�

　
交
流
活
動
は
同
高
校
の
生
徒
を
短
大

ポ
ピ
ュ
ラ
ー･

コ
ー
ス
の
「
特
別
聴
講

生
」
と
し
て
受
け
入
れ
ま
す
。
履
修
し

た
授
業
科
目
は
高
校
で
単
位
が
認
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
高
校
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
短
大
教
員
を
派
遣
し
ま
す
。�

　
本
学
学
長
応
接
室
で
の
調
印
式
で
、

山
本
校
長
は
「
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大

学
部
と
の
高
大
連
携
で
、
学
校
を
活
性

化
す
る
大
き
な
力
を
い
た
だ
い
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
高
大
連
携
は
お
互
い

の
信
頼
関
係
が
大
事
で
す
。
高
校
と
大

学
の
連
絡
会
を
定
期
的
に
持
つ
こ
と
で
、

現
実
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ク

リ
ア
し
て
い
け
る
で
し
ょ
う
」
。
中
村

孝
義
学
長
は
「
さ
ら
に
大
き
な
花
を
開

か
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。
教

育
面
で
は
、
塩
谷
信
廣
教
授
に
優
秀
な

講
師
陣
を
そ
ろ
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

ご
期
待
に
添
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
前
期
、
後
期
に
お
互
い
の
学

校
を
訪
問
し
て
、
意
見
交
換
を
し
ま
し

ょ
う
」
と
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。�

　
秋
風
に
萩
が
揺
れ
る
９
月
１９
日
、
豊

中
市
立
野
田
小
学
校
の
体
育
館
で
、
地

域
の
お
年
寄
り
を
招
い
て
「
敬
老
の
集

い
」
が
開
か
れ
、
本
学
学
生
が
金
管
五

重
奏
を
演
奏
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は

野
田
校
区
社
会
福
祉
委
員
会
、
野
田
校

区
敬
老
の
集
い
実
行
委
員
会
の
主
催
。

会
場
を
訪
れ
た
お
年
寄
り
に
は
、
豊
中

市
立
第
十
中
学
校
の
生
徒
た
ち
か
ら
心

を
込
め
て
折
っ
た
折
鶴
が
手
渡
さ
れ
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
同
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
の

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
で
朗
ら
か
に
始
ま
り
、

「
の
だ
っ
子
ひ
ろ
ば
プ
リ
テ
ィ
ト
ワ
ラ

ー
ズ
」
の
幼
い
レ
デ
ィ
ー
た
ち
が
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
後
、
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
長
生
き
し
て
ね
！
」

と
呼
び
か
け
る
と
「
あ
り
が
と
う
ー
」

と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。�

　
民
踊
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
に
続
い

て
、
本
学
学
生
ら
の
金
管
五
重
奏
「
ギ

ネ
ス
・
ブ
ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
が

登
場
。
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
饗
庭
康
太
朗

さ
ん
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
曲
や
楽

器
の
紹
介
を
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
常
盤
井
大
志
さ
ん
、林
美
沙
さ
ん
、

ホ
ル
ン
の
児
玉
幸
子
さ
ん
、
テ
ュ
ー
バ

の
牧
野
莉
絵
さ
ん
と
、
「
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
お
年
寄

り
に
も
な
じ
み
深
い
曲
を
演
奏
。
華
や

か
で
あ
た
た
か
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、
会

場
を
包
み
ま
し
た
。�

交
換
留
学
相
談
も
受
け
付
け
�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
発
足
�

ポピュラー・コースで受け入れ�

帝塚山学院高校と�
短大が「高大連携」�
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
１２
月
２３
日
（
水
）
に

今
年
度
３
回

目
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し

ま
す
。
当
日

は
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
、

ピ
ア
ノ
や
声
楽
、
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

ジ
ャ
ズ
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
ま

す
。
レ
ッ
ス
ン
の
様
子
や
演
奏
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
、
先
輩
の
演
奏
を
聴
き
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
吸
収
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
声
楽
で
は
レ
ッ
ス
ン
受
講
の
高
校

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
で
歌
え
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
受
講
希
望
の
方
は
１２
月
４
日
（
金
）

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
は
が
き
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
施
設
見
学
や
個
人
相
談

も
行
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

進
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

試

験

日
　
１１
月
２０
日
（
金
）
〜
１１
月

２３
日
（
月
）
�

出
願
期
間
　
１１
月
１
日
（
日
）
〜
１１
月

５
日
（
木
）
郵
送
必
着
�

１１
月
６
日
（
金
）
９
時
〜

１５
時
　
窓
口
持
参
の
み
�

開
講
期
間
　
１２
月
２４
日
（
木
）
〜
１２
月

２６
日
（
土
）
�

申
込
期
間
　
１１
月
２８
日
（
土
）
〜
１２
月

４
日
（
金
）
必
着
�

対
　
　
象
　
音
楽
大
学
受
験
を
目
指
す

方
（
高
校
１
年
生
以
上
）
�

実

施

日
　
１２
月
２７
日
（
日
）
�

申
込
期
間
　
１１
月
２８
日
（
土
）
〜
１２
月

４
日
（
金
）
郵
送
必
着
�

　
高
校
２
年
生
の
方
は
初
め
て
の
テ
ス

ト
に
な
り
ま
す
。
�

　
同
窓
会
《
幸
楽
会
》
特
別
推
薦
実
技

認
定
審
査
を
８
月
２９
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
６８
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
大
学

２８
人
、
短
大
３７
人
が
特
別
推
薦
の
出
願

資
格
を
得
ま
し
た
。
�

　
１０
年
度
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部

公
募
推
薦
入
学
試
験
に
お
け
る
「
専
門

実
技
認
定
制
度
（
専
門
実
技
免
除
）」

に
基
づ
き
短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト

を
９
月
１３
日
に
実
施
、
９２
人
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
７５
人
が
「
短
大
進
学
実
技

適
性
あ
り
」
と
の
評
価
を
得
ま
し
た
。
�

�

　
作
曲
家
で
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

渡
邊
崇
さ
ん（
０６
年
短
大
卒
・
作
曲
）＝

写
真
＝
が
１０
月
１０
日（
大
阪
は
１７
日
）か

ら
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
の
映
画
「
悪
夢

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
で
、音
楽
を
担
当
。

作
品
の
中
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
約
２０
曲
も
作
り
ま

し
た
。�

　
映
画
は
俳
優
で
構
成
作
家
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
堀
部
圭
亮
さ
ん
の
第
１

回
監
督
作
品
。
緊
急
停
止
し
た
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
非
常
ボ
タ
ン
故
障
、
携
帯
電

話
不
通
。
乗
り
合
わ
せ
た
４
人
は
こ
の

状
況
を
ど
う
切
り
抜
け
る
か
。
騙
し
騙

さ
れ
の
掛
け
合
い
ド
ラ
マ
。
渡
邊
さ
ん

は
堀
部
さ
ん
主
演
の
映
画
「B

A
B
IN

」

で
音
楽
を
担
当
。
そ
の
縁
で
話
が
持
ち

込
ま
れ
、
演
奏
に
は
久
保
田
裕
美
さ
ん

（
００
年
大
卒
・
フ
ル
ー
ト
）
ら
本
学
関

係
者
３
人
も
参
加
し
て
い
ま
す
。�

　
渡
邊
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
映
画
や
Ｃ
Ｍ

の
た
め
に
書
い
た
１７
曲
を
集
め
た
Ｃ
Ｄ

「S
O
IL

」
を
９
月
１
日
にN

K
K
R
 

record

か
ら
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
定

価
は
１
２
０
０
円
で
す
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
と
同
短
期
大
学
部
は�

，
０９
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
７

月
２９
日
と
１０
月
１２
日
に
そ
れ
ぞ
れ
催
し

ま
し
た
。
７
月
は
６
２
０
人
が
訪
れ
、

近
畿
以
外
で
は
静
岡
、富
山
、
愛
媛
、

高
知
、
宮
崎
、熊
本
、
福
岡
な
ど
遠
来

の
高
校
生
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
１０
月

は
キ
ダ
・
タ
ロ
ー
氏
の
特
別
講
義
が
あ

り
ま
し
た（
２
０
９
号
に
内
容
掲
載
）。�

　
７
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
公
開
授

業
な
ど
が
あ
り
、
高
校
生
や
父
母
ら
に

ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
「
施
設
が
す
ご
か
っ
た
。
ピ
ア
ノ
が

す
ご
か
っ
た
」「
学
長
の
お
話
に
感
動

し
ま
し
た
。
私
の
忙
し
く
も
充
実
し
た

学
生
時
代
も
思
い
出
し
、
娘
に
も
愛
と

情
熱
を
持
っ
て
音
楽
に
取
り
組
む
４
年

間
を
こ
の
大
学
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
」「
見
学
し
て
み
て
、こ
こ

で
な
ら
楽
し
く
音
楽
を
学
べ
そ
う
で
す
」

「
授
業
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」�

渡邊崇さんCDも�

オープンキャンパス�
生徒らにアンケート�

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
歌
え
ま
す
�１２
月
２３
日（
水
）の
�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
�

１０
年
度
（
大
学
・
短
大
）
推
薦
入
学
試
験
�

短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト�

� 《
幸
楽
会
》
特
別
推
薦
実
技
認
定
審
査�

第
５８
回
音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト�

�

受
験
講
座
（
冬
期
）�

悪夢のエレベーター�
映画のBGMを作曲�

「楽しく学べそう」�
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
の
伝
統
音

楽
「
ガ
ム
ラ
ン
」
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
、
７
月
２７
日
と
９
月
１２
日

に
音
楽
博

物
館
で
開

か
れ
、
計

３５
人
が
参

加
し
ま
し

た
。
特
に

来
日
中
の

バ
リ
・
ガ

ム
ラ
ン
演

奏
団
「
ス

ダ
マ
ニ
」
の
メ
ン
バ
ー
を
講
師
に
迎
え

た
７
月
は
、
遠
方
か
ら
フ
ァ
ン
が
詰
め

か
け
る
人
気
ぶ
り
。
�

　
本
学
演
奏
員
で
ガ
ム
ラ
ン
奏
者
の
小

林
江
美
さ
ん
の
通
訳
で
、
受
講
者
は
バ

リ
の
奏
者
か
ら
直
接
ガ
ム
ラ
ン
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
「
ガ
ム
ラ
ン
の

魅
力
は
、西
洋
音
楽
に
は
な
い
微
妙
な

ピ
ッ
チ
の
ず
れ
か
ら
、
う
な
り
を
生
じ

さ
せ
る
と
こ
ろ
。
本
場
の
方
に
習
う
と

バ
リ
の
息
吹
、
空
気
感
ま
で
伝
わ
っ
て

く
る
」
と
ガ
ム
ラ
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
部

長
、
岩
崎
和
音
さ
ん（
大
３
・
音
楽
学
）。

　
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
ス
ダ
マ

ニ
」
の
演
奏
と
バ
リ
伝
統
舞
踊
が
披
露

さ
れ
、
受
講
者
は
ガ
ム
ラ
ン
の
不
思
議

な
響
き
と
一
体
化
し
た
舞
姫
の
し
な
や

か
な
身
の
こ
な
し
に
、
し
ば
し
見
と
れ

て
い
ま
し
た
。
�

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
合
唱
指
揮
を
学
ぶ

韓
国
出
身
の
ヒ
ー
ボ
ン
・
ジ
ョ
ン
さ
ん

が
７
月
１８
日
か
ら
３
日
間
、
本
学
の
指

導
者
研
修
「
合
唱
　
応
用
編
」
を
受
講

し
ま
し
た
。
指
導
者
研
修
で
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
の
は
初
め
て
。
講
師
の
本

山
秀
毅
教
授
は
、
ド
イ
ツ
語
と
韓
国
語

し
か
話
せ
な
い
ジ
ョ
ン
さ
ん
の
た
め
に

ド
イ
ツ
語
で
指
導
し
ま
し
た
。
�

　
ジ
ョ
ン
さ
ん
と
同
じ
オ
ー
ス
ト
リ
ア

国
立
グ
ラ
ー
ツ
芸
術
大
学
に
留
学
し
た

本
学
卒
業
生
、
宮
嶋
秀
郎
さ
ん
の
勧
め

で
来
日
し
た
ジ
ョ
ン
さ
ん
は
、
「
い
い

合
唱
団
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
訓
練
す
る

機
会
は
貴
重
。
レ
ベ
ル
の
高
い
方
々
と

一
緒
に
で
き
、
本
山
先
生
は
問
題
点
を

即
座
に
指
摘
し
て
く
だ
さ
り
、
わ
か
り

や
す
か
っ
た
」
と
充
実
し
た
様
子
。
�

　
修
了
演
奏
会
で
は
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ

の
カ
ン
タ
ー
タ
や
モ
テ
ッ
ト
を
指
揮
。

京
都
バ
ッ
ハ
合
唱
団
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

管
弦
楽
団
員
ら
有
志
で
編
成
さ
れ
た
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
見
事
に
統
率
し
、表
情

豊
か
な
音
楽
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
�

　
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合

唱
団
員
の
高
津
綾
子
さ
ん
（
９３
年
大
卒�

・
声
楽
）
ら
１１
人
が
７
月
１８
日
か
ら
２６

日
ま
で
ス
ロ
バ
キ
ア
を
中
心
に
開
か
れ

た
国
際
音
楽
祭
「E

u
roch

estries 
in
 

Slovakia 

２

０
０
９
」
に

参
加
。
こ
の

音
楽
祭
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
や

ハ
ン
ガ
リ
ー

へ
と
国
境
を

越
え
て
開
催

さ
れ
、
各
国

参
加
者
と
友

好
・
親
善
を

深
め
ま
し
た
。�

　
音
楽
祭
の

メ
ー
ン
会
場
、

コ
シ
ツ
ェ
の

コ
シ
ツ
ェ
ユ

ー
ス
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
芸

術
監
督
、
イ
ゴ
ー
ル
・
ド
ホ
ヴ
ィ
ッ
チ

さ
ん
ら
が
企
画
。
日
本
か
ら
の
参
加
者

も
募
っ
て
い
る
の
を
高
津
さ
ん
ら
が
知

り
、
大
阪
周
辺
の
人
た
ち
で
混
声
合
唱

団
「W

A

‐O
N

」
を
結
成
。
１１
人
の
う

ち
、高
津
さ
ん
と
音
楽
博
物
館
学
芸
員

の
小
西
潤
子
さ
ん（
９０
年
院
修
・
声
楽
）

ら
７
人
が
本
学
卒
業
生
で
す
。�

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
コ

シ
ツ
ェ
の
芸
術
会
館
で
あ
り
、「W
A

‐O
N

」
を
は
じ
め
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
６
カ
国
の
約

２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ス
ロ
バ

キ
ア
東
部
の
会
場
で
は
、
神
奈
川
県
出

身
の
日
本
人
女
性
が
来
場
。
高
津
さ
ん

ら
は
滝
廉
太
郎
の
「
箱
根
八
里
」
を
歌

う
と
、
そ
の
女
性
は
「
日
本
の
歌
を
聴

け
る
と
は
」
と
感
動
。
世
界
遺
産
の
ス

ピ
シ
ュ
城
で
は
、
観
光
客
か
ら
「
日
本

の
歌
を
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
２４
日
か
ら
２６
日

の
３
日
間
。
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
日
本
人

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
会

場
で
、
「S

ak
u
ra

」
な
ど
を
披
露
し

た
高
津
さ
ん
は
「
ス
ピ
シ
ュ
城
や
バ
ー

で
は
ソ
ー
ラ
ン
節
を
披
露
、
あ
の
『
ハ

イ
、
ハ
イ
』
と
い
う
掛
け
声
が
受
け
た

よ
う
で
、
み
ん
な
真
似
を
し
て
い
ま
し

た
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
音
楽
を
通

し
て
現
地
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が

出
来
、
改
め
て
歌
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

韓
国
か
ら
初
の
受
講
生
�

指
導
者
研
修
・
合
唱
応
用
編
�

バリの奏者  手ほどき�

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
の
高
津
綾
子
さ
ん
ら�

ス
ロ
バ
キ
ア
の
音
楽
祭
に
出
演

ス
ロ
バ
キ
ア
の
音
楽
祭
に
出
演�
ス
ロ
バ
キ
ア
の
音
楽
祭
に
出
演�

ポーランド・ハンガリーでも交流�

ガムラン・ワークショップ２００９�ガムラン・ワークショップ２００９�

オープニング・コンサートで歌う「WA‐ON」のみなさん�
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大
阪
音
楽
大
学
は
地
元
大
阪
の
文
化

振
興
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
今
年
７

月
、
大
阪･
道
頓
堀
の
中
座
く
い
だ
お

れ
ビ
ル
（
中
座
跡
）
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ス
タ
ジ
オ
Ｚ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
一
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
「
Ｚ

Ａ
Ｚ
Ａ
」
は
い
わ
ゆ
る
貸
し
ホ
ー
ル
で
、

本
学
卒
業
生
た
ち
の
新
た
な
発
表
の
場

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

 

「
道
頓
堀
を
以
前
の
よ
う
な
文
化･

芸

能
の
発
信
地
に
し
た
い
」
。
作
家
の
難

波
利
三
さ
ん
や
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト･

大
塚
善
章
さ
ん
、
芸
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー･

岸
田
隆
夫
さ
ん
ら
が
立
ち
上
が
り

「
大
・
道
頓
堀
文
化
祭
実
行
委
員
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
活
動
の
場
は
、
く

い
だ
お
れ
ビ
ル
４
階
に
あ
る
「
ス
タ
ジ

オ
Ｚ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
。�

　
ホ
ー
ル
は
１
０
０
〜
２
０
０
人
が
入

る
大
小
３
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
演
劇
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
、
寄
席
、
演

芸
な
ど
様
々
な
分
野
の
イ
ベ
ン
ト
に
活

用
で
き
ま
す
が
、
同
実
行
委
員
会
は
非

営
利
団
体
。
ピ
ア
ノ
購
入
の
資
金
が
な

い
た
め
大
阪
音
楽
大
学
に
ピ
ア
ノ
の
寄

贈
を
申
し
い
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
９
月
２５
日
に
は
実
行
委
か
ら
野
田
泰

久
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
大
学
側
か
ら
上

田
英
治･

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
務
部

門
長
ら
が
立
会
い
、
ピ
ア
ノ
の
受
け
渡

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
ピ
ア
ノ
が
入

っ
た
お
か
げ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ

の
公
演
も
で
き
、
利
用
の
幅
が
広
が
り

ま
し
た
」
と
野
田
さ
ん
。
上
田
事
務
部

門
長
も
「
本
学
活
動
拠
点
の
一
つ
と
し

て
、
利
用
方
法
を
積
極
的
に
検
討
し
た

い
」
と
「
Ｚ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。�

　
０９
年
度
の
職
員
研
修
が
９
月
１
日
、

本
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
職

員
１
１
７
人
が
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
や

Ｏ
号
館
で
消
防
訓
練
。
豊
中
南
消
防
署

の
指
導
の
も
と
、
非
常
放
送
設
備
や
消

火
器
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
�

　
午
後
は
人
材
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

藤
野
祐
美
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
と
ク
レ
ー
ム
対

応
」
に
つ
い
て
の
講
習
会
。「
よ
り
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
」

「
ク
レ
ー
ム
対
応
の
正
し
い
処
理
の
仕

方
」
な
ど
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉

強
し
ま
し
た
。
�

　
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
は
７
月
２３
日
か

ら
９
月
２
日
ま
で
夏
休
み
。
私
も
久
し

ぶ
り
に
帰
国
し
、
わ
ず
か
２
週
間
で
す

が
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。�　

帰
国
後
は
ベ
ト
ナ
ム
で
は

手
に
入
ら
な
い
物
資
調
達
に

走
り
、
い
ろ
ん
な
方
と
も
お

会
い
し
ま
し
た
。
「
４
月
か

ら
ハ
ノ
イ
で
日
本
人
学
校
の
教
師
を
し

て
い
る
の
よ
」
。
「
え
っ
、
ベ
ト
ナ
ム

で
日
本
語
教
え
て
い
る
の
？
　
大
変
ね
」。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
こ
う
聞
き
返
し
ま

す
。
日
本
で
は
海
外
の
日
本
人
学
校
の

こ
と
が
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、

ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
か
な
。�

　
日
本
人
学
校
に
は
、
い
ろ
ん
な
子
ど

も
が
い
ま
す
。
日
本
全
国
か
ら
来
て
い

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
様
々
な

国
で
生
ま
れ
育
っ

た
子
も
数
多
く
い

ま
す
。
初
め
て
の

海
外
生
活
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
る

子
も
い
れ
ば
、
世

界
中
の
日
本
人
学

校
を
転
々
と
し
て

い
る
子
、
現
地
校
に
ず
っ
と
通
っ
て
い

た
た
め
日
本
の
教
育
に
馴
染
め
な
い
子
、

日
本
語
の
言
語
表
現
が
ま
ま
な
ら
な
い

子
な
ど
な
ど
。
本
当
に
様
々
な
子
が
い

る
中
で
、
日
本
と
同
じ
水
準
の
教
育
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
教
育
を
提
供
し
、

共
に
学
ぶ
こ
と
が
日
本
人
学
校
で
働
く

私
た
ち
教
員
の
使
命
で
す
。
日
本
人
学

校
の
こ
と
、
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
。�

　
２
学
期
が
始
ま
り
、
教
室
に
か
わ
い

い
い
子
ど
も
た
ち
の
声
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
も
束
の
間
、

生
徒
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

り
、
学
校
は
１
週
間
臨
時
休
校
。
猛
練

習
し
て
い
た
文
化
祭
は
延
期
に
な
る
し
、

学
校
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
夏
休
み
に
は
大
音
在
学
中
、
和
楽
器

の
授
業
で
お
世
話
に
な
っ
た
菊
武
厚
詞

先
生
に
お
会
い
し
、
箏
一
面
を
お
借
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
陸
路
、
空

路
、
持
ち
運
び
に
大
変
で
し
た
が
無
事

学
校
に
到
着
。
本
物
の
箏
を
見
て
驚
く

先
生
方
。
私
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
鼻
高
々
。�

ス
ロ
バ
キ
ア
の
音
楽
祭
に
出
演�

ガムラン・ワークショップ２００９�

発
表
の
場 

卒
業
生
ら
期
待�

道頓堀の「ＺＡＺＡ」へ�

畠山歩美さんの� 大学がピアノ寄贈�
ハノイ奮闘記�

様
々
な
子
が
在
籍�

職員研修に１１７人�
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今
も
世
界
中
の
ど
こ
か
で
戦
争
が
起

き
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
現
実
か
ら
目
を
そ

ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
―
。
８
月
１
日
、

大
阪
府
立
国
際
児
童
文
学
館
で

開
か
れ
た
「
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
山
田
紗
耶
加

さ
ん
（
７９
年
短
大
卒･

音
楽
専�

攻
）
は
満
席
の
客
席
に
向
か
っ

て
こ
う
語
り
か
け
ま
し
た
。
広

島
の
原
爆
投
下
か
ら
６４
年
。
灼

熱
を
浴
び
な
が
ら
奇
跡
的
に
よ

み
が
え
っ
た
被
爆
ピ
ア
ノ
。
そ
の
音
色

は
平
和
を
願
う
「
魂
の
音
」
。�

　
山
田
さ
ん
は
０６
年
に
被
爆
ピ
ア
ノ
に

捧
げ
る
曲
「
綿
の
ぼ
う
し
」
を
作
曲
、

そ
の
後
は
大
阪
、
三
重
、
静
岡
、
鳥
取
、

岡
山
な
ど
全
国
各
地
で
演
奏
会
を
開
い

て
き
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
の
周
り
に
は

活
動
に
共
感
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

ま
り
手
作
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
。

出
演
者
は
歌
の
お
姉
さ
ん
・
雑
古
伊
津

美
さ
ん
（
８６
年
大
卒･

ソ
プ
ラ
ノ
）
を

は
じ
め
総
勢
６０
人
に
上
り
ま
し
た
。�

　
絵
本
「
ミ
サ
コ
の
被
爆
ピ
ア
ノ
」（
松

谷
み
よ
子
作
）
の
朗
読
で
始
ま
っ
た
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
山
田
さ
ん
が
「
綿
の
ぼ

う
し
」
、
Ｆ
・
シ
ョ
パ
ン
「
ノ
ク
タ
ー

ン
２０
番 

遺
作
」
な
ど
を
演
奏
。
ヴ
ォ

ー
カ
ル
の
雑
古
さ
ん
は
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・

ア
キ
の
「
手
紙
〜
拝
啓
十
五
の
君
へ
」

を
熱
唱
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
西
谷
文
和
さ

ん
の
写
真
「
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
」

が
ス
ラ
イ
ド
で
映
し
出
さ
れ
、
聴
衆
は

今
起
き
て
い
る
現
実
の
姿
を
目
の
当
た

り
に
。�

　
こ
の
後
、
子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
「
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
」
や
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ

ん
も
登
場
。
山
田
さ
ん
作
詞･

作
曲
「
ご

め
ん
な
さ
い
〜
宇
根
利
枝
さ
ん
の
歌
や

「
千
の
風
に
な
っ
て
」
な
ど
を
歌
い
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。�

�

　
音
楽
療
法
の
学
外
実
習
が
８
、
９
月

に
豊
中
市
内
の
坂
本
病
院
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
実
習
生
は
短
大
専
攻
科

の
寶
角
真
季
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
、
中
井

美
緒
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
ら
８
人
。

同
病
院
の
那
須
貴
之･

音
楽
療
法
科
長

の
指
導
の
も
と
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。�

　
実
習
生
は
「
ふ
る
さ
と
」
や
「
瀬
戸

の
花
嫁
」
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な

ど
、
患
者
が
一
度
は
口
ず
さ
ん
だ
こ
と

の
あ
る
唱
歌
や
歌
謡
曲
を
歌
い
、
心
の

扉
を
開
こ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
患

者
の
多
く
は
言
語
や
記
憶
に
障
害
の
あ

る
お
年
寄
り
。
実
習
生
は
無
反
応
の
怖

さ
、
不
安
を
初
め
て
体
験
し
ま
す
。�

 

「
皆
さ
ん
は
言
葉
に
頼
り
が
ち
。
音

楽
が
言
葉
。
音
楽
を
通
し
て
患
者
の
心

を
開
い
て
く
だ
さ
い
」
と
那
須
科
長
。

初
日
、
２
日
目
は
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き

な
か
っ
た
実
習
生
た
ち
。
３
日
目
に
は

患
者
に
も
変
化
が
。
音
楽
療
法
士
を
目

指
す
王
鞍
菜
津
美
さ
ん
（
作
曲
）
は
「
音

楽
が
武
器
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
音
楽
療
法
士
へ
の
夢
に
向
か
っ
て

一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
。�

�

■第３回大阪府立青少年会館ジュニアクラ
シック音楽コンクール 大学生部門金管楽器
の部 ３位 森美鈴（大３・トラン
ペット）＝４月６日、大阪府立青
少年会館。コンクール実行委
員会主催�
■第２３回アジア国際文化芸
術フェスティバル ピアノデュ
オ 金賞 中尾恵、松尾美保（９
０年大卒・ピアノ）＝５月２６日、ザ・
フェニックスホール。中国音楽
理事会主催�
■第３回横浜国際音楽コンク
ール アンサンブル部門連弾
の部 ２位 中尾恵、松尾美保＝
８月２７日、横浜市磯子公会堂。
横浜国際音楽コンクール実行
委員会主催�
■第３回神戸新人音楽賞コン
クール　管弦打楽器部門 最
優秀賞 西垣良美（０９年大卒・
マリンバ）▽声楽部門  優秀賞 
大u友美（０９年大専修・ソプ
ラノ）、t木未知子（０６年大専修・
ソプラノ）＝６月２１日、新長田勤
労市民センター・ピフレホール。
神戸芸術文化会議など主催�
■第３回全日本芸術コンクー
ル ヴァイオリンの部 １位 土
井美佳（０９年大卒・ヴァイオリン）
▽２位 t崎真央（大２･ヴァイ
オリン）＝８月１０日、神戸市産業
振興センター・ハーバーホール。
全日本芸術コンクール実行委
員会主催�
■０９年武生作曲賞 入選 前
田恵実（０７年大卒･作曲）＝入選作品「shizuku」
は８月２５日、福井県越前市文化センターで初演。
武生国際音楽祭推進会議など主催�

敬称略�コンクール�

手
作
り  

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト�

山田紗耶加さん�

平和訴える魂の音�

森
美
鈴�

中
尾
恵�

松
尾
美
保�

西
垣
良
美�

大
A
友
美
�

L
木
未
知
子
�

土
井
美
佳�

L
崎
真
央
�

前
田
恵
実�

無反応の怖さ経験�

音楽療法 実習に８人�

ミレニアムホールの催し�ミレニアムホールの催し�
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

第43回 幸楽会コンサート�
２０１０年１月１１日（月・祝）１４時　�
入場料　２０００円�

ザ・カレッジ・オペラハウス�
演奏  片岡リサ  矢崎真理  田邉織恵�

幸楽会ニューイヤーアンサンブル�
宮城道雄：春の海�
モーツァルト：ピアノ四重奏曲�
J.シュトラウス：春の声　美しく青きドナウ�
<申し込み・問い合わせ>�
幸楽会事務局　106-6334-2832　�
�

諸
橋
玲
子
講
師 

３
作
品
出
版�

　
作
曲
の
諸
橋
玲
子
講
師
の
作
品
「
遠
い
空

の
縁
よ
り
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
に
」「
玄

‐K
u
ro

　
チ
ェ
ロ
の
た
め
に
」「
散
る
花
の

　
混
声
合
唱
の
た
め
の
」
の
楽
譜
３
冊
が
、

マ
ザ
ー
ア
ー
ス
社
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

「
遠
い
空
の
縁
よ
り
」
は
、
日
本
庭
園
の
石

庭
の
抽
象
的
空
間
、
宇
宙
に
響
く
命
の
音
を

表
現
し
た
作
品
で
Ａ
４
判
８
　
、
定
価
８
４

０
円
。
「
玄
‐K

uro

」
は
、
書
や
水
墨
画
で
、

淡
墨
を
重
ね
て
真
の
黒
に
い
た
る
一
息
手
前

で
と
ど
め
た
色
「
玄（
く
ろ
）」

の
無
限
の
働
き
を
音
に
託
し
た

作
品
で
、
Ａ
４
判
１０�
　
、
定
価

１
０
５
０
円
。
「
散
る
花
の
」
は
、

西
行
の
和
歌
”春
風
の
花
を
散

ら
す
と
見
る
夢
は
　
さ
め
て
も

胸
の
さ
わ
ぐ
な
り
け
り
“を
歌

詞
に
、
風
の
音
や
擬
音
の
無
声

音
を
効
果
的
に
織
り
込
ん
だ
作

品
で
Ａ
４
判
２４
　
、
定
価
１
７
８
５
円
。
�

ペ
ー�

ジ�

ペ
ー�

ジ�

ペ
ー�

ジ�

アンサンブル イソジーナ　和みのヴォカーレ�
１１月１日（日）１４時　２５００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
覚張睦美　清水真理子　野村友佳　平田真理�
松尾由紀江　三浦優子　山口暁子�
（問）isojina@gmail.com  アンサンブル  イソジーナ�
�
ベルトラーン・ジロー氏を迎えて�
クラシックの集い�
１１月１日（日）１５時３０分　茨木市ローズワムホール
一般２５００円　学生１５００円�
フルート　谷原いずみ　ソプラノ　大峰かず子�
1０８０-３６９３-４５１１　シュテルンヘン　小林�
�
有居 恵ピアノリサイタル�
１１月６日（金）１９時　　�
前売２５００円　当日３０００円　学生１０００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
ショパン：スケルツォ　第４番　ほか�
1０９０-８５２２-６４１９ 有居恵ピアノリサイタル実行委員会�
�
音のおもちゃ箱�
１１月７日（土）１３時３０分　久保惣Eiホール�
美術館入館者入場無料　要整理券�
大賀千夏子  奥野二美  吉田浩美  小池由美子  
川村美智子  青山裕子  藤原祥子  山中正子�
1０７２５-５４-０００１　和泉市久保惣記念美術館�
�
クレアリー和子　ピアノリサイタル�
１１月８日（日）１４時　�
丹波市立ライフピアいちじま大ホール�
前売２５００円  当日３０００円  中学生以下１５００円�
ベートーヴェン：ピアノソナタ「ワルトシュタイン」�
1０９０-１４８３-６６０８　クレシェンドMKK�
�
沢田真智子ピアノリサイタル�
１１月１３日（金）１９時  神戸文化ホール中ホール�
一般３０００円　学生２０００円�
共演　ヴァイオリン　北浦洋子�
1０７８-８０５-６３５１　神戸コンサート協会�
�
創立２０周年記念�
ミ・ベモル　サクソフォンアンサンブル�
１１月２０日（金）１９時　いずみホール�
前売Ａ席４０００円　Ｂ席３０００円　Ｃ席２５００円�
当日Ａ席４５００円　Ｂ席３５００円　Ｃ席２５００円�
1０７９７-２５-７２６２　クラシック・ハウス�
１１月２２日（日）１４時　紀尾井ホール�
一般４０００円　学生２０００円�
1０３-３２３５-３７７７　コンサートイマジン�
�
室内合奏団THE STRINGS 第７回定期公演�
１１月２８日（土）１８時３０分　�
カトリック夙川教会地下聖堂�
前売２０００円（当日５００円増 学生割引有）�
柳田耕治　中川菜月�
1０７８-２０３-８０３８  室内合奏団THE STRINGS事務局�
�
クラシックコンサート～時の流れ～�
障害のある方にも気軽に楽しんでいただけるコンサート�
１２月１日（火）１４時　無料　要予約�
大阪国際交流センター大ホール�
大藪真紀子  土井淳平  高畑京子  小坂井悠
氏橋良江  田中史人  萬浪弘和  熊本祐美子�
1０６-６６５６-１２８０　社会福祉法人ゆうのゆう�
�
藤井佐和　箏・十七絃リサイタル　vol.２�
１２月２日（水）１９時　ザ・フェニックスホール�
当日３５００円　前売３０００円�
藤井佐和　吉崎克彦　藤原道山　藤井泰和�
吉崎克彦：風神雷神　ほか�
1０９０-３４９４-７８９３　藤井�
�
親子のためのクリスマスコンサート�
１２月１３日（日）１４時　西宮市プレラホール�
大人３０００円　小人１５００円�
ニャリみゆき　ニャリ・ギュラ�
ジングルベル　赤鼻のトナカイ　ほか�
1０７９８-５２-５５１５　ジーエムアートグレース�

《幸楽会》後援演奏会� 大阪音楽大学後援演奏会�
�

Se２００９　第１７回現代音楽作品展�
１０月２８日（水）１９時　豊中市立ローズ文化ホール
一般３０００円　学生２０００円�
中石晃生　植野洋美　前田正博　楠田陽子�
八田京子　鈴木英明�
e-mail:sakkyokukasyuudanse@yahoo.co.jp�

小笠原順子ピアノリサイタル�
１０月３１日（土）１８時�
ザ・フェニックスホール　３５００円�
ベルク：ソナタ　他�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

第１０回オリゾーン作品演奏会�
１１月１日（日）１４時�
茨木市クリエイトセンター　２０００円�
前田恵実　佐伯真梨　楠井淳子　森本友紀�
河合摂子　他　1０７２-７９４-３８２４　梶山�

前田佳世ソプラノリサイタル�
１１月７日（土）１５時３０分�
ムラマツリサイタルホール新大阪�
一般３０００円　学生２０００円�
ソプラノ　前田佳世　ピアノ　岡原慎也�
1０６-６３９８-６９８８　ムラマツリサイタルホール新大阪�

油井美加子ピアノリサイタル�
１１月１０日（火）１９時　３５００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
ドビュッシー：前奏曲集　第１巻　他�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

Farbenreich Musik Konzert～クラリネット・
ヴィオラ・ピアノによる～�
１１月２６日（木）１８時３０分�
東梅田教会　一般２０００円　学生１５００円�
松尾依子　t尾真里恵　渡辺雅子�
1０９０-５１５２-２７０８　渡辺�

室内楽コンサート～明日を創る音楽家たち　
河村典子、白土文雄　両氏を迎えて～�
１２月５日（土）１８時３０分�
八尾プリズム小ホール　２５００円�
久原正子　久保美緒　久田幸代　松田昌美
前田智子　1０７２-９２２-０９３１　前田�

林達次メモリアルコンサート�
１２月６日（日）１４時３０分�
京都コンサートホール　大ホール�
５０００円　４０００円　３０００円�
釜洞祐子　寺谷千枝子　波多野均　田中勉
京都・大阪ゲヴァントハウス合唱団�
京都市交響楽団　アグネス・グロスマン�
1０７５-７５１-０６１７　エラート音楽事務所�

Poets Inspire Composers ～featuring 
Yuri Morimoto�
１２月６日（日）１４時　�
CREOLE Acoustic Music Live　２５００円�
ピアノ　森本ゆり　脇山幹士：シャーロット姫�
mail:yuri-recital-２００９@yahoo.co.jp�

岡原慎也ピアノリサイタル�
１２月１３日（月）１５時�
イシハラホール　一般４０００円　学生３０００円�
ベートーヴェン：ピアノソナタ ハ短調「月光」 他�
（問）ラプトサウンド�

ザ・タロー・シンガーズ ア・カペラ クリスマス・コンサート�
１２月１７日（木）１４時/１９時 ２回公演 ３０００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
合唱 ザ・タロー・シンガーズ　指揮 里井宏次�
1０７９７-３４-０１２８　里井�

土肥彩香  辻村ゆず  倉本尚子  加藤理彩子�
松野友美  小寺智絵  柳川真理子  南亜貴子�

１２月５日（土）１４時�
講師　日下部吉彦�
演奏　岡原慎也　藤村匡人�
受講料１０００円 ＊事前の申し込みが必要です。�
<申し込み・問い合わせ>エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１  FAX０６-６３３４-２５４２�

１２月１８日（金）１８時３０分�
講師　畑中良輔�
演奏　石橋栄実　小玉晃　關口康祐�
受講料２０００円 ＊事前の申し込みが必要です。�
<申し込み・問い合わせ>エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２４９  FAX０６-６３３４-２５４２�

ミレニアムホールの催し�ミレニアムホールの催し�ミレニアムホールの催し�
大阪音楽大学卒業生による�

若い芽のコンサート2009�
華麗なる歌曲とデュオの競演�

ミレニアムホール特別講座�
『シューベルト、歌曲の世界』�

�

畑中良輔特別講座�
日本歌曲１００年の歩みを辿って�

�「戦後日本の二大作曲家の出現－中田喜直  團伊玖磨」�

１１月２１日（土）１４時　入場料５００円�
�

´�
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次
号
発
行
予
定
１２
月
２１
日
�

　お母さんコーラス･フルフルの皆さんが演じるミュー
ジカル「ピノキオ」で幕を開けた今年の夏まつり。昼前
から突然、雨が降り出し、青空の下での「夏まつり」と
はいきませんでしたが、子どもたちはヨーヨー釣りや輪
投げなどを楽しみ、夏休みを満喫していました。�

　行進曲にのせて園児２７９人が入場の後、かけっこ
や保護者参加のだるま落し、卒園児のおやつとり競走、
年長組の組体操など２１競技がありました。この日は
絶好の運動会日和。ビデオやカメラ片手に声援を送
るお父さんやお母さんたちもヒートアップ。�

　本学卒業生ら約６０人でつくる「おけいはんウィンド
オーケストラ」＝吉延勝也さん（８４年大卒）指揮＝が
８月１５日、守口市の「ムーブ２１」で開いた「夏休み親子
ふれあいコンサート」に親子１３０組を招待しました。�
　クラリネット奏者の吉延さんが「未就学児と父母に

ハイグレードな音楽を」と呼びかけ、ＮＨＫ交響楽団
首席トロンボーン奏者の新田幹男さん（９７年大卒）、
関西若手No１のサクソフォーン奏者、西本淳さん（００
年院修）、同、井上麻子講師（９７年大卒）らがメンバー
になっています。�
　演奏会では「崖の上のポニョ」やディズニーメドレ
ーなどを披露。終了後、楽器を手にするのが初めて、
という子どもたちに演奏の仕方を教えていました。�
�

　
西
岡
信
雄
名
誉
教
授
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂

に
展
示
す
る
特
別
展
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
足

跡
〜
楽
器
が
自
然
と
人
間
を
語
る
」
が
音
楽
博
物

館
で
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
展
示
は
西
岡
名
誉

教
授
が
３０
年
か
け
て

約
４０
カ
国
で
収
集
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

う
ち
、
音
楽
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
た
楽
器

１
４
５
０
点
、
楽
器

を
奏
で
る
人
形
１
６

０
０
点
。
音
楽
と
人

類
の
か
か
わ
り
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
ば
か
り
で
、

訪
れ
た
人
た
ち
も
「
わ
ー
す
ご
い
」
。�

　
会
期
は
１２
月
２８
日
ま
で
。
入
場
無
料
。
休
館
日

は
日
・
祝
祭
日
。�

楽器・人形3050点展示�

西岡コレクション特別展�

　
ザ･

カ
レ
ッ
ジ･
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
新

し
い
絵
画
「L

e 
B
ouquet

」（
１
０
０

号
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
り
主
は

大
阪
府
豊
中
市
在
住
の
創
元
会
会
員
・

石
田
圭
吾
画
伯
＝
写
真
、
左
か
ら
２
人

目
。
同
画
伯
は
０６
年
に
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
手
に
し
た
人
物
画
「E

n é coutant

」

（
１
０
０
号
）を
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
２

つ
の
絵
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
２
階
の
東
西

正
面
に
仲
良
く
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。�

 

「L
e 
B
ouquet

」
は
０８
年
の
日
展
入

選
作
品
。
演
奏
を
終
え
た
女
性
が
ピ
ア

ノ
の
前
に
佇
み
、
感
動
と
余
韻
を
噛
み

締
め
て
い
る
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
モ

ノ
ト
ー
ン
の
中
に
赤
い
花
束
が
く
っ
き

り
と
浮
か
ぶ
印
象
的
な
作
品
で
す
。
絵

画
の
中
に
描
か

れ
て
い
る
ピ
ア

ノ
は
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
で
使
っ
て

い
る
コ
ン
サ
ー

ト
ピ
ア
ノ
「
ス

タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
」
。
石
田
画

伯
は
演
奏
会
に

何
度
も
足
を
運

び
、
客
席
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　
絵
画
の
搬
入
は
７
月
９
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
雅
子
夫
人
と
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

を
訪
れ
た
石
田
画
伯
は
「
娘
を
嫁
が
せ

る
よ
う
な
気
持
ち
。
い
い
と
こ
ろ
に
も

ら
っ
て
い
た
だ
き
感
無
量
で
す
」
。�

◆�

　
石
田
画
伯 

１
カ
月
後
に
急
逝�

　
石
田
圭
吾
画
伯（
７６
）が
８
月
１１
日
、

病
気
の
た
め
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
同

画
伯
と
親
交
が
あ
り
絵
画
寄
贈
の
橋
渡

し
を
し
て
き
た
谷
川
勝
己
教
授（
声
楽
）

は
「
先
生
は
闘
病
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

絵
画
搬
入
に
立
ち
会
わ
れ
、
大
変
喜
ん

で
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
」
。�

石
田
画
伯
2
点
目
の
絵
画
寄
贈
�

付
属
音
楽
幼
稚
園�

第２６回夏まつり 　７月２５日� 第４３回うんどうかい 　１０月１１日�

ふれあいコンサートに親子130組�
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